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第１章 人ロ動向の分析 

１．時系列による人ロ動向の分析 

（１）総人ロの推移と推計 

・睦沢町の戦後の人口推移をみると、1945（昭和20）年に10,010人を数えた人口は、1970（昭

和45）年に7,068人にまで減少しました。この主な要因としては、高度成長期における都市

圏への人口流出が考えられます。その後、高度成長期以降は増加に転じ、バブル経済期後の

1995（平成７）年には8,250人にまで回復しました。しかし、2000（平成12）年以降は再び

減少に転じ、2010（平成22）年には7,340人となっています。 

・国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」という。）の推計によれば、2010（平成22）

年以降も人口減少は続くと予測されており、2025（平成37）年には6,000人を下回り、2040

（平成52）年には約4,300人弱になると推計されています。 

 

図１ 総人ロの推移（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※2010（平成 22）年までは国勢調査より作成、2015（平成 27）年以降は社人研推計値より作成。 

10,010

7,068

8,250

7,340

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

19
20

年

19
25

年

19
30

年

19
35

年

19
40

年

19
45

年

19
50

年

19
55

年

19
60

年

19
65

年

19
70

年

19
75

年

19
80

年

19
85

年

19
90

年

19
95

年

20
00

年

20
05

年

20
10

年

20
15

年

20
20

年

20
25

年

20
30

年

20
35

年

20
40

年
人
口
（
人
）

社人研による推計値

5,828

4,266



第１部 人口ビジョン 睦沢町 まち・ひと・しごと創生 

 

2 

 

第
１
部 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン 

・一方、千葉県毎月常住人口調査から、2010（平成22）年から2015（平成27）年までの人口の

推移をみると、定住促進事業や子育て支援に係る各種施策への取り組みもあり、2011（平成

23）年以降は各年とも、社人研の推計値を上回る7,000人台で推移しており、近年は人口減

少に一定の歯止めがかかっている状況にあります。 

 

図２ 千葉県毎月常住人口調査データ（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※2011（平成 23）年以降の実数の推移は、千葉県毎月常住人口調査報告より作成（１月１日時点）。 

※社人研の推計は、2010（平成 22）年と 2015（平成 27）年の値を基に作成。 

2,010 2,011 2,012 2,013 2,014 2,015

実数の推移 7,340 7,307 7,232 7,141 7,120 7,124

社人研の推計 7,340 7,239 7,139 7,038 6,938 6,837

6,700

6,800

6,900

7,000

7,100

7,200

7,300

7,400
実
数
と
推
計
に
よ
る
総
人
口
の
比
較
（
人
）

実数の推移 社人研の推計



睦沢町 まち・ひと・しごと創生 第１部 人口ビジョン 

 

3 

 

第
１
部 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン 

（２）年齢３区分別人ロの推移と推計 

・2010（平成22）年の総人口における年齢３区分別の割合をみると、年少人口（14歳以下）が

9.5％、生産年齢人口（15～64歳）が58.7％、老年人口（65歳以上）が31.8％となっていま

す。 

・年少人口は、1955（昭和30）年以降、減少傾向にありましたが、1975（昭和50）年の1,474

人（20.5％）から増加に転じ、1985（昭和60）年には1,608人（20.6％）となりました。し

かし、その後は再び減少に転じ、1990（平成２）年以降は老年人口を下回り、2010（平成22）

年には695人（9.5％）にまで減少しています。 

・生産年齢人口は、1955（昭和30）年以降、減少傾向にありましたが、1970（昭和45）年の

4,681人（66.2％）から1995（平成７）年には5,301人（64.3％）にまで増加しました。しか

し、その後は再び減少に転じ、2010（平成22）年には4,310人（58.7％）にまで減少してい

ます。 

・老年人口は、一貫して増加傾向にあり、1955（昭和30）年に677人（7.6％）であったものが

2005（平成17）年には2,000人を超え、2010（平成22）年には2,335人（31.8％）にまで増加

しています。 

・社人研の推計によれば、年少人口、生産年齢人口は今後も減少すると予測されており、老年

人口についても2020（平成32）年の約2,700人をピークに減少に転じると予測されています。 

 

図３ 年齢３区分別人口の推移（睦沢町） 
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（３）出生・死亡、転入・転出の推移 

・自然増減（出生数－死亡数）については、1990（平成２）年を除き「自然減」が続いており、

その数は徐々に拡大する傾向にあります。 

・社会増減（転入数－転出数）については、1993（平成５）年までは概ね「社会増」の傾向が

続き、これが総人口の増加に寄与してきましたが、その後は「社会減」の傾向が強まり、こ

れに伴い総人口も減少に転じています。一方、町の定住振興策もあり、2013（平成25）年以

降は再び「社会増」に転じており、総人口の減少にも一定の歯止めがかかりつつあります。 

 

図４ 出生・死亡数、転入・転出数の推移（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※千葉県毎月常住人口調査報告書(年報)より作成。 

※総人口は各年１月１日時点。転入・転出数、出生・死亡数は各年１月１日～12 月 31 日の積み上げ値。 
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（４）総人口の推移に与えてきた自然増減と社会増減の影響 

・総人口の推移に与えてきた自然増減と社会増減の影響をみると、バブル期にあった1988（昭

和63）年以降は概ね「自然減」で推移するなか、1992（平成４）年を前後して「社会増」の

傾向が強まったことが、総人口の増加を牽引してきました。 

・しかし、その後は「社会減」の傾向が強まり、人口も減少基調に転じています。なお、近年

はわずかながら「社会増」となるなど、人口減少のスピードが緩やかになっています。 

 

図５ 総人口に与えてきた自然増減と社会増減の影響（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1987（昭和 62）年までは千葉県統計年鑑より作成、1988（昭和 63）年以降は千葉県毎月常住人口調査報告書

（年報）より作成。 
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２．性別・年齢階級別の人口移動分析 

（１）年齢５歳階級別の人口移動の状況 

・2010（平成22）年までの人ロ移動の状況（転入－転出）をみると、2000（平成12）年以降は

転出超過の傾向がより強まっており、流入は縮小する傾向にあります。 

・年齢５歳階級別にみると、15～19歳の若い世代を筆頭に、特に10歳代から30歳代の若い年代

で、転出超過の傾向が顕著となっています。 

 

図６ 年齢５歳階級別純移動数の推移（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※国勢調査のＸ年とＸ-５年の年齢５歳階級別人口の差をもとに、社人研の生残率（2000(平成 12)年～2005(平成 17)

年）を用いて作成。 
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（２）性別・年齢５歳階級別の人口移動の長期的動向 

＜全体＞ 

・2010（平成22）年までの年齢５歳階級別の人口移動の状況をみると、年少人口である14歳ま

では、2000（平成12）年まで転入超過にありましたが、2000（平成12）年以降は流出超過に

移行しつつあります。 

・高校、大学等への進学時期にあたる15～19歳、及び就職等の時期にあたる20～24歳では、い

ずれの期間においても流出超過となっています。 

・25歳以降については、2000（平成12）年までは流入超過にありましたが、2000（平成12）年

以降は概ね40歳代前半まで流出超過の傾向となるといった変化が生じています。 

・50歳代から60歳代は、いずれの期間においても転入超過となっていますが、年齢が上がるに

従いその差は小さくなる傾向にあります。 

 

図７ 年齢５歳階級別純移動数の推移（睦沢町） 
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17)年）を用いて作成。 
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＜男性＞ 

・男性の人口移動の状況をみると、いずれの期間においても高校、大学等への進学時期にあた

る15～19歳、及び就職等の時期にあたる20～24歳で、流出超過となっています。 

・25歳以降をみると、2000（平成12）年までは転入超過に転じていましたが、2000（平成12）

年以降は流出超過のまま推移する傾向に変化しており、流入超過に転じるのは概ね40歳代後

半から50歳代以降となっています。 

 

＜女性＞ 

・女性の人口移動の状況をみると、男性と同様にいずれの期間においても高校、大学等への進

学時期にあたる15～19歳、及び就職等の時期にあたる20～24歳で、流出超過となっています。 

・このなか、2000（平成12）年→2005（平成17）年では、男性と比較して女性の転出超過数が

多く、町内に留まる女性の割合が低下していましたが、2005（平成17）年→2010（平成22）

年では、この傾向が15～19歳において改善されています。 

・25歳以降をみると、男性と同様に2000（平成12）年までは転入超過に転じていましたが、

2000（平成12）年以降は流出超過のまま推移する傾向に変化しており、流入超過に転じるの

は概ね40歳代以降となっています。 
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図８ 男性の年齢５歳階級別純移動数の推移（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 女性の年齢５歳階級別純移動数の推移（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※国勢調査のＸ年とＸ-５年の年齢５歳階級別人口の差をもとに、社人研の生残率（2000（平成 12）年～2005（平

成 17）年）を用いて作成。 

※国勢調査のＸ年とＸ-５年の年齢５歳階級別人口の差をもとに、社人研の生残率（2000（平成 12）年～2005（平

成 17）年）を用いて作成。 
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３．地域間の人口移動分析 

（１）最近の人口移動の状況（県内外） 

＜全体＞ 

・2010（平成 22）年以降の転入数をみると、一貫して増加傾向にあり、2013（平成 25）年以

降は転入超過となっています。これは、若者定住促進事業をはじめとする町の定住促進に係

る取り組みが、寄与していると考えられます。 

・転入先の７～８割は県内となっていますが、県外からの流入も一定程度みられます。 

・町からの転出数は、2011（平成 23）年以降、200 人前後で推移しており、その７割は県内へ

の流出となっています。 

・流入・流出先からみると、近年、県内については流入超過の傾向が強まる反面、県外は流出

超過の傾向が続いているといえます。 

 

図10 地域間の移動状況（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※住民基本台帳より作成。 
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＜男女別＞ 

・町への転入数の状況をみると、男女ともその傾向に大きな違いはなく、年々増加する傾向に

あり、2010（平成 22）年以降の転入総数をみると、女性が男性を若干上回っています。 

・町からの転出数の推移をみると、2011（平成 23）年以降、男性は概ね 90 人前後、女性は概

ね 100 人前後で推移しています。 

・男女別に地域間の人口移動をみると、2013（平成 25）年以降いずれも流入超過となってい

ますが、その中、男性については県外への流出が女性と比較し高い傾向にあります。 

 

図11 男性の地域間の移動状況（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図12 女性の地域間の移動状況（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※住民基本台帳より作成。 

※住民基本台帳より作成。 
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（２）最近の人口移動の状況（年齢５歳階級別） 

＜全体＞ 

・2010（平成 22）年以降の年齢５歳階級別に人口移動の状況をみると、転入超過となった

2013（平成 25）年以降、０～４歳の流入が目立っていることから、子どもを持った夫婦世

帯などの流入が多かったものと想定され、特に 2014（平成 26）年では、子育て世代の 25～

29 歳及び 30～34 歳の流入超過が特徴となってあらわれています。 

・このように０～４歳の流入超過が強まった背景としては、町で実施している定住促進や子育

て支援に関わる施策・事業の展開があると想定されます。 

・一方、15～19 歳及び 20～24 歳の若い年齢層（高校生から大学生の世代）では、各年ともお

おむね流出超過の傾向にあります。 

 

図13 年齢５歳階級別純移動数の状況（睦沢町） 
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＜男女別＞ 

・年齢５歳階級別の人口移動の状況を男女別にみても大きな違いはなく、2013（平成 25）年

以降、０～４歳の流入が特に目立っており、2014（平成 26）年では、子育て世代の 25～29

歳及び 30～34 歳の流入超過が特徴となってあらわれています。 

 

図14 男女別の年齢５歳階級別純移動数の状況（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※住民基本台帳より作成。 
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（３）最近の人口移動の状況（地域間） 

＜全体＞ 

・近年の地域間における転入・転出総数の状況をみると、転入元・転出先とも千葉県内が大半

を占めています。 

・これを超過数でみると、千葉県内については、2012（平成24）年以降流入超過の傾向が強ま

る一方、東京都については、その数は少ないものの流出超過の傾向が続いています。 

 

図15 地域間の人口移動の状況（睦沢町） 
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＜男性＞ 

・男性の地域間の人口移動の状況をみると、千葉県内からの流入超過の傾向が続く反面、東京

都をはじめとする県外は流出超過の傾向が続いています。 

 

図16 男性の地域間の人口移動の状況（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※住民基本台帳より作成。 
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＜女性＞ 

・女性の地域間の人口移動の状況をみると、千葉県内からの流入超過とともに、他の都道府県

からの流入についても、2013（平成25）年以降超過に転じていることに特徴があります。 

 

図17 女性の地域間の人口移動の状況（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※住民基本台帳より作成。 
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（４）最近の近隣市町村との人口移動の状況 

＜全体＞ 

・近隣市町村との人口移動の状況をみると、隣接する茂原市において流出、流入数がともに拡

大するなか、2014（平成26）年では茂原市からの流入が大幅に増加しています。 

・一方、県庁所在地である千葉市やその他の県外については、流出超過の傾向が続いています。 

・このことから、圏域の中核都市である茂原市からの人口流入が増える一方で、圏域外へ人口

が流出していることが伺えます。 

 

図18 周辺都市間との人口移動の状況（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図19 周辺都市間との人口移動の超過状況（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※住民基本台帳より作成。 
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＜男女別＞ 

・男女別に近隣市町村との人口移動の状況をみても、概ね全体と同様に隣接する茂原市におい

て流出、流入数がともに拡大するなか、2014（平成26）年では茂原市からの流入が大幅に増

えています。 

 

図20 男女別周辺都市間との人口移動の状況（睦沢町） 
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※住民基本台帳より作成。 
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＜年齢別人口移動の割合（2010(平成22)年～2014(平成26)年の累計）＞ 

・転入については、茂原市をはじめ近隣・近郊都市において、比較的若い世代の流入が多くな

っています。 

・転出については、県内首都圏近郊及びほか千葉県内で 10～29 歳の転出が、東京都で 20～29

歳の転出が多くなっています。 

 

図21 過去５年間（2010年～2014年累計）の地域別年齢５歳階級別の人口移動の状況（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※住民基本台帳より作成。 
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（５）圏域でみた人口移動の状況 

・圏域での 2010（平成 22）年～2014（平成 26）年の人口移動の状況をみると、茂原市をはじ

め隣接・近接する地域間（圏域内）では流入超過の傾向にあり、これが近年の人口減少の緩

和要因となっています。 

・一方、千葉市などの圏域外については、流出超過の傾向にあります。 

 

図22 過去５年間（2010年～2014年累計）の圏域内の人口移動の状況 
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４．出生に関する分析 

（１）地域別の合計特殊出生率と出生数の推移 

・本町の出生数をみると、1983（昭和58）年～1987（昭和62）年の375人から、2008（平成20）

年～2012（平成24）年では179人となっており、この間で出生数はほぼ半減しています。 

・合計特殊出生率も、1983（昭和58）年～1987（昭和62）年の1.83から、2008（平成20）年～

2012（平成24）年では1.24と急速に低下しています。特に、2003（平成15）年～2007（平成

19）年以降は、全国平均はもとより、千葉県や千葉市、長生地域の平均と比較しても低くな

っています。 

・直近の2003（平成15）年～2007（平成19）年から2008（平成20）年～2012（平成24）年にか

けては、合計特殊出生率が若干上昇したものの、出生数自体は減少しており、母親となる世

代の女性の減少が出生数の伸び悩みにつながっています。 

 

図23 合計特殊出生率と出生数の推移（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※厚生労働省「人口動態保健所・市区町村別統計」より作成。 



第１部 人口ビジョン 睦沢町 まち・ひと・しごと創生 

 

22 

 

第
１
部 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン 

５．未婚率に関する分析 

（１）年齢５歳階級別の未婚率 

・2010（平成22）年の本町の年齢５歳階級別の未婚率をみると、若年世代、出産・子育て世代

とされる25～29歳から35～39歳で、全国の平均値より約10ポイント高く、40歳代以降は、そ

の差の幅が縮小する傾向にあります。 

・本町の未婚率は、全国平均や千葉県、千葉市、茂原市と比較しても高く、男女別では男性の

未婚率が高い傾向にあります。 

 

図24 2010（平成22）年の年齢５歳階級別の未婚率（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1 2010（平成22）年の配偶関係の分析（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

   

※国勢調査より作成。 

25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

睦沢町 74.3% 53.1% 37.3% 24.8% 17.9%

茂原市 65.5% 44.1% 32.1% 23.2% 17.4%

千葉市 65.9% 40.5% 29.0% 21.9% 16.9%

千葉県 65.8% 40.9% 29.5% 22.5% 17.2%

全国 64.1% 40.0% 28.8% 22.6% 17.2%
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※国勢調査より作成。 

総数 未婚 配偶有 未婚率 総数 未婚 配偶有 未婚率 総数 未婚 配偶有 未婚率

　20～24歳 281 267 13 95.0% 148 143 4 96.6% 133 124 9 93.2%

　25～29歳 307 228 71 74.3% 157 117 34 74.5% 150 111 37 74.0%

　30～34歳 367 195 156 53.1% 180 108 64 60.0% 187 87 92 46.5%

　35～39歳 381 142 215 37.3% 194 94 95 48.5% 187 48 120 25.7%

　40～44歳 375 93 253 24.8% 181 64 104 35.4% 194 29 149 14.9%

　45～49歳 420 75 318 17.9% 209 55 143 26.3% 211 20 175 9.5%
　50～54歳 487 55 405 11.3% 239 42 187 17.6% 248 13 218 5.2%
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６．性別・年齢階級別にみた産業人口の分析 

（１）男女別産業人口の状況 

・2010（平成22）年の男女別産業別人口をみると、男性は、製造業、建設業、卸売業・小売業

の順に就業者が多く、女性は医療・福祉、卸売業・小売業、製造業の順となっています。 

・一方、特化係数をみると、男女とも農業及び複合サービス業が、他の産業と比較し高くなっ

ています。（鉱業、採石業、砂利採取業は除外しています。） 

 

図25 2010（平成22）年の男女別産業人口（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※特化係数：[Ｘ産業の特化係数]＝[睦沢町のＸ産業の就業者比率]／[全国のＸ産業の就業者比率] 

※国勢調査より作成。 
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（２）男女別・年齢階級別産業人口の状況 

・2010（平成22）年の産業人口を年齢別にみると、本町の主要産業である農業において、60歳

以上の割合が男女とも７割を超えており、50歳以上を含めると男女とも８割以上となるなど、

従事者の高齢化が課題となっています。 

 

図26 2010（平成22）年の年齢階級別産業人口（睦沢町） 
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第２章 将来人口の推計と分析 

１．パターンの種類について 

・「パターン１」は、社人研が公表している将来人口の推計に準拠しており、移動率が今後一

定程度縮小すると仮定している点に特徴があります。 

・「パターン２」は、日本創生会議における推計値の仮定に準拠しており、社人研の推計をベ

ースに、純移動率については、社人研推計の2010（平成22）年～2015（平成27）年の値が今

後も続くと仮定した推計です。 

・「パターン３」は、町独自推計として、2015（平成27）年７月１日時点の千葉県毎月常住人

口調査※の人口7,107人を推計の基準とし、以降は社人研に準拠した推計です。（年齢５歳階

級別人口については、住民基本台帳（2015（平成27）年７月１日時点）をもとに調整。） 

・なお、合計特殊出生率については、各パターンとも社人研の値に準拠したものとしています。 

 

 推計の基準となる統計 純移動率の仮定 
合計特殊出生率 

の仮定 

パターン１ 

（社人研推計準拠） 

2010（平成 22）年 

国勢調査 

社人研推計準拠 

（将来に向け徐々に縮小） 

社人研推計準拠 

（1.24～0.97） 

パターン２ 

（日本創生会議推計 

準拠） 

2010（平成 22）年 

国勢調査 

社人研推計の 2010（平成

22）年～2015（平成 27）年 

の純移動率が継続 

社人研推計準拠 

（1.24～0.97） 

パターン３ 

（町独自推計） 

千葉県毎月常住人口調査 

（2015（平成 27）年 

７月１日時点） 

社人研推計準拠 

（将来に向け徐々に縮小） 

社人研推計準拠 

（1.24～0.97） 

 

※千葉県毎月常住人口調査：国勢調査人口及び世帯数を基準とし、これに毎月の住民基本台帳の移動状況を反映し

た人口調査。 

 

【推計値に関する留意点】 

 パターン１及びパターン２の推計結果については、数値の端数処理等の関係で、社人研及

び日本創生会議から公表されている数値とは、若干の乖離が生じています。 
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２．将来人口の推計と分析 

（１）総人ロの推計 

〇パターン１（社人研推計準拠）とパターン２（日本創生会議推計準拠）及びパターン３（町

独自推計）の総人口の比較 

・パターン１及びパターン２による2040（平成52）年の総人口は、それぞれ4,268人、4,112人

となっており、その差に大きな違いは無く、2010（平成22）年と比較し、いずれも減少数で

3,000人以上、減少率で40％以上となっています。 

・一方、パターン３の総人口は、直近での流入超過の傾向を反映し、2040（平成52）年の総人

口が4,598人となっており、パターン１及びパターン２の総人口と比較して、300～400人程

度上回っています。 

・また、2060（平成72）年までの推計値をみると、パターン１で2,532人、パターン２で2,288

人、パターン３で2,847人と推計されています。 

 

図27 総人ロ推計の比較（睦沢町） 

 

 

 

 

 

  

※パターン１は、今後、純移動率が一定程度縮小する仮定した推計。（社人研推計準拠） 

※パターン２は、社人研推計をベースに、2010（平成 22）年～2015（平成 27）年の純移動率が今後も続くと仮定し

た推計。（日本創生会議推計準拠） 

※パターン３は、千葉県毎月常住人口調査の総人口に合わせ、住民基本台帳（2015（平成 27）年７月１日時点）の年

齢５歳階級別人口を調整した値をベースとした推計であり、純移動率及び合計特殊出生率は社人研の推計値と同様

とする。（町独自推計） 
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＜パターン１（社人研推計準拠）、パターン３（町独自推計）に用いている推計値＞ 

・パターン１（社人研推計準拠）では、社人研が公表している将来人口の推計に準拠しており、

移動率が今後一定程度縮小すると仮定している点に特徴があります。なお、2040（平成52）

年以降の推計値は2040（平成52）年の値と同様としています。 

・パターン３は、町独自推計として、2015（平成27）年７月１日時点の千葉県毎月常住人口調

査の人口7,107人をスタートに、2020（平成32）年以降は、パターン１（社人研推計準拠）

の合計特殊出生率及び純移動率と同様の値を用いて推計しています。 

 

  ■合計特殊出生率 

 

 

  ■純移動率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
1.01 0.99 0.97 0.97 0.97 0.97

純移動率・男 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
0～4歳→5～9歳 0.202% 0.000% 0.119% 0.189% 0.306% 0.401%
5～9歳→10～14歳 -1.716% -1.407% -1.332% -1.317% -1.316% -1.320%
10～4歳→15～19歳 -9.468% -6.860% -6.871% -6.911% -6.916% -6.936%
15～19歳→20～24歳 -20.157% -13.526% -13.491% -13.559% -13.669% -13.705%
20～24歳→25～29歳 -11.492% -7.011% -7.045% -6.984% -6.932% -6.961%
25～29歳→30～34歳 -6.138% -3.908% -3.797% -3.818% -3.837% -3.850%
30～34歳→35～39歳 -5.921% -4.210% -4.125% -4.140% -4.154% -4.174%
35～39歳→40～44歳 -1.353% -1.087% -1.031% -1.046% -1.058% -1.063%
40～44歳→45～49歳 -2.305% -1.745% -1.742% -1.744% -1.751% -1.744%
45～49歳→50～54歳 -1.201% -0.970% -0.982% -0.995% -0.990% -0.992%
50～54歳→55～59歳 0.769% 0.654% 1.077% 1.153% 1.093% 1.208%
55～59歳→60～64歳 -0.662% -0.520% -0.339% -0.124% -0.107% -0.136%
60～64歳→65～69歳 1.774% 0.901% 1.322% 1.799% 2.503% 2.628%
65～69歳→70～74歳 -0.108% 0.043% -0.166% -0.004% 0.165% 0.398%
70～74歳→75～79歳 0.161% -0.181% 0.168% -0.191% 0.016% 0.211%
75～79歳→80～84歳 3.143% 2.498% 1.777% 2.530% 1.831% 2.555%
80～84歳→85～89歳 0.347% 0.168% 0.097% -0.253% 0.389% -0.321%
85歳以上→90歳以上 -2.295% -0.566% -1.169% -1.866% -2.101% -1.315%

純移動率・女 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
0～4歳→5～9歳 2.165% 1.451% 1.616% 1.757% 1.994% 2.193%
5～9歳→10～14歳 -1.918% -1.531% -1.459% -1.438% -1.435% -1.439%
10～4歳→15～19歳 -7.727% -5.521% -5.532% -5.554% -5.555% -5.579%
15～19歳→20～24歳 -16.452% -10.667% -10.570% -10.594% -10.677% -10.714%
20～24歳→25～29歳 -5.176% -2.597% -2.516% -2.473% -2.461% -2.512%
25～29歳→30～34歳 -6.780% -4.550% -4.333% -4.354% -4.382% -4.409%
30～34歳→35～39歳 -5.106% -3.714% -3.588% -3.585% -3.594% -3.612%
35～39歳→40～44歳 -1.835% -1.435% -1.360% -1.349% -1.343% -1.342%
40～44歳→45～49歳 -0.069% -0.111% -0.127% -0.073% -0.063% -0.082%
45～49歳→50～54歳 0.881% 0.678% 0.874% 0.729% 0.913% 0.948%
50～54歳→55～59歳 0.704% 0.576% 0.776% 0.980% 0.822% 1.019%
55～59歳→60～64歳 3.077% 2.447% 3.124% 3.770% 4.475% 3.956%
60～64歳→65～69歳 -0.056% -0.151% -0.117% -0.077% -0.043% -0.033%
65～69歳→70～74歳 0.988% 0.723% 0.564% 0.725% 0.960% 1.187%
70～74歳→75～79歳 1.233% 0.704% 0.853% 0.588% 0.803% 1.104%
75～79歳→80～84歳 5.490% 4.107% 3.747% 4.005% 3.370% 4.093%
80～84歳→85～89歳 3.622% 3.350% 3.624% 3.206% 3.663% 2.819%
85歳以上→90歳以上 -0.155% 0.708% 0.167% -0.707% -0.930% -0.117%
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＜パターン２（日本創生会議推計準拠）に用いている推計値＞ 

・パターン２（日本創生会議推計準拠）とは、合計特殊出生率は社人研の推計値と同様とし、

純移動率は2010（平成22）年～2015（平成27）年の社人研の推計値が、以降もそのまま続く

と仮定した推計です。なお、2040（平成32）年以降も同様としています。 

 

  ■合計特殊出生率（※パターン１（社人研推計準拠）と同様） 

 

 

  ■純移動率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
1.01 0.99 0.97 0.97 0.97 0.97

純移動率・男 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
0～4歳→5～9歳 0.202% 0.202% 0.202% 0.202% 0.202% 0.202%
5～9歳→10～14歳 -1.716% -1.716% -1.716% -1.716% -1.716% -1.716%
10～4歳→15～19歳 -9.468% -9.468% -9.468% -9.468% -9.468% -9.468%
15～19歳→20～24歳 -20.157% -20.157% -20.157% -20.157% -20.157% -20.157%
20～24歳→25～29歳 -11.492% -11.492% -11.492% -11.492% -11.492% -11.492%
25～29歳→30～34歳 -6.138% -6.138% -6.138% -6.138% -6.138% -6.138%
30～34歳→35～39歳 -5.921% -5.921% -5.921% -5.921% -5.921% -5.921%
35～39歳→40～44歳 -1.353% -1.353% -1.353% -1.353% -1.353% -1.353%
40～44歳→45～49歳 -2.305% -2.305% -2.305% -2.305% -2.305% -2.305%
45～49歳→50～54歳 -1.201% -1.201% -1.201% -1.201% -1.201% -1.201%
50～54歳→55～59歳 0.769% 0.769% 0.769% 0.769% 0.769% 0.769%
55～59歳→60～64歳 -0.662% -0.662% -0.662% -0.662% -0.662% -0.662%
60～64歳→65～69歳 1.774% 1.774% 1.774% 1.774% 1.774% 1.774%
65～69歳→70～74歳 -0.108% -0.108% -0.108% -0.108% -0.108% -0.108%
70～74歳→75～79歳 0.161% 0.161% 0.161% 0.161% 0.161% 0.161%
75～79歳→80～84歳 3.143% 3.143% 3.143% 3.143% 3.143% 3.143%
80～84歳→85～89歳 0.347% 0.347% 0.347% 0.347% 0.347% 0.347%
85歳以上→90歳以上 -2.295% -2.295% -2.295% -2.295% -2.295% -2.295%

純移動率・女 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
0～4歳→5～9歳 2.165% 2.165% 2.165% 2.165% 2.165% 2.165%
5～9歳→10～14歳 -1.918% -1.918% -1.918% -1.918% -1.918% -1.918%
10～4歳→15～19歳 -7.727% -7.727% -7.727% -7.727% -7.727% -7.727%
15～19歳→20～24歳 -16.452% -16.452% -16.452% -16.452% -16.452% -16.452%
20～24歳→25～29歳 -5.176% -5.176% -5.176% -5.176% -5.176% -5.176%
25～29歳→30～34歳 -6.780% -6.780% -6.780% -6.780% -6.780% -6.780%
30～34歳→35～39歳 -5.106% -5.106% -5.106% -5.106% -5.106% -5.106%
35～39歳→40～44歳 -1.835% -1.835% -1.835% -1.835% -1.835% -1.835%
40～44歳→45～49歳 -0.069% -0.069% -0.069% -0.069% -0.069% -0.069%
45～49歳→50～54歳 0.881% 0.881% 0.881% 0.881% 0.881% 0.881%
50～54歳→55～59歳 0.704% 0.704% 0.704% 0.704% 0.704% 0.704%
55～59歳→60～64歳 3.077% 3.077% 3.077% 3.077% 3.077% 3.077%
60～64歳→65～69歳 -0.056% -0.056% -0.056% -0.056% -0.056% -0.056%
65～69歳→70～74歳 0.988% 0.988% 0.988% 0.988% 0.988% 0.988%
70～74歳→75～79歳 1.233% 1.233% 1.233% 1.233% 1.233% 1.233%
75～79歳→80～84歳 5.490% 5.490% 5.490% 5.490% 5.490% 5.490%
80～84歳→85～89歳 3.622% 3.622% 3.622% 3.622% 3.622% 3.622%
85歳以上→90歳以上 -0.155% -0.155% -0.155% -0.155% -0.155% -0.155%
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（２）人口減少段階の分析 

・パターン１（社人研推計準拠）によると、2010（平成22）年の総人口を100とした場合の老

年人口の指標は、2020（平成32）年に116に達して以降は微減傾向（第２段階）に転じ、

2040（平成52）年より先は、減少傾向（第３段階）に移行すると推測されており、人口減少

のスピードは今後加速すると予測されます。 

 

図28 人口減少段階の分析（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 人口減少段階の分析（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

（３）人口増減状況の分析 

・パターン１（社人研推計準拠）の推計によると、2010（平成22）年の人口を100とした場合、

2030（平成42）年には72程度に、2040（平成52）年には58程度にまで減少すると予測されま

す。  

※パターン１（社人研推計準拠）の推計を基に作成。 

※人口減少段階については、「第１段階：老年人口の増加（総人口の減少）」「第２段階：老年人口の維持・微減」

「第３段階：老年人口の減少」の３つの段階を経て進行するとされる。 

 ３段階の判断にあたっては、2010（平成 22）年の人口を 100 とした老年人口の減少率を指数に段階を判断し、

増加していれば「第１段階」、減少率が 10％未満であれば「第２段階」、減少率が 10％以上となった段階で

「第３段階」とする。 
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指数　（減少率）

2040（平成52）年
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老年人口 2,335 2,157 92
生産年齢人口 4,310 1,852 43
年少人口 695 259 37
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（４）将来人口に及ぼす自然増減・社会増減の影響度分析（将来人口シミュレーション） 

人口の変動は、自然増減と社会増減によって規定されますが、その影響度は自治体によっ

て異なります。 

そこで、将来人口推計における出生率及び移動率に関するシミュレーションを行うととも

に、「地域人口減少白書2014-2018（社）北海道総合研究調査会）」の指標に基づき、将来人

口に及ぼす自然増減・社会増減の影響度を分析します。 

シミュレーションは、パターン１（社人研推計準拠）及びパターン３（町独自推計）をベ

ースに行うものとし、以下の①～③のケースを想定し「出生」や「移動」が変化した場合の

将来人口の推移に関する分析を行うものとします。 

 

①合計特殊出生率が人口置換水準まで上昇（回復）するケース 

→シミュレーション１－１、３－１ 

②合計特殊出生率が人口置換水準まで上昇（回復）かつ、社会移動が均衡（純移動率がゼロ

で均衡）するケース 

→シミュレーション１－２、３－２ 

③社会移動が均衡（純移動率がゼロで均衡）するケース【参考】 

→シミュレーション３－３ 

 

このうち、①及び②のシミュレーション結果より、自然増減・社会増減の影響度を分析す

るとともに、併せて参考として③についての考察を行います。 

 

 純移動率の仮定 合計特殊出生率の仮定 

パターン１ 

（社人研推計準拠） 

社人研推計準拠 

（将来に向け徐々に縮小） 
社人研推計準拠 （1.24～0.97） 

 シミュレーション１－１ 
社人研推計準拠 

（将来に向け徐々に縮小） 

2030（平成 42）年までに人口置換

水準まで上昇 （1.24～2.1） 

 シミュレーション１－２ ゼロで均衡 
2030（平成 42）年までに人口置換

水準まで上昇 （1.24～2.1） 

パターン３ 

（町独自推計） 

社人研推計準拠 

（将来に向け徐々に縮小） 
社人研推計準拠 （1.24～0.97） 

 シミュレーション３－１ 
社人研推計準拠 

（将来に向け徐々に縮小） 

2030（平成 42）年までに人口置換

水準まで上昇 （1.24～2.1） 

 シミュレーション３－２ ゼロで均衡 
2030（平成 42）年までに人口置換

水準まで上昇 （1.24～2.1） 

 シミュレーション３－３ ゼロで均衡 社人研推計準拠 （1.24～0.97） 
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①将来人口推計における社人研推計準拠（パターン１）をベース 

・シミュレーション１－１及びシミュレーション１－２の比較から自然増減・社会増減の影響

度をみると、自然増減の影響度が「４（影響度110～115％）」、社会増減の影響度が「３（影

響度110～120％）」となり、やや自然増減の影響が大きくなりました。 

・自然増減・社会増減の影響度は、いずれも中程度以上であることから、子育て支援等、出生

率の上昇に繋がる施策とともに、社会増に向けた定住支援等の施策の展開など、自然増、社

会増の両面から取り組む必要があると考えます。 

 

図29 自然増減、社会増減の影響度の分析（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 自然増減、社会増減の影響度 

分類 計算方法 影響度 

自然増減の

影響度 

シミュレーション１－１の2040（平成52）年推計人口＝4,778人 

パターン１の2040（平成52）年推計人口＝4,268人 

⇒4,778人／4,268人＝111.9％ 

４ 

社会増減の

影響度 

シミュレーション１－２の2040（平成52）年推計人口＝5,363人 

シミュレーション１－１の2040（平成52）年推計人口＝4,778人 

⇒5,363人／4,778人＝112.2％ 

３ 

 

 

  

※パターン１は、今後、純移動率が一定程度縮小する仮定した推計。（社人研推計準拠） 

※シミュレーション１－１は、パターン１（社人研推計準拠）において、合計特殊出生率が 2030

（平成 42）年までに人口置換水準（2.1）まで上昇すると仮定。 

※シミュレーション１－２は、シミュレーション１－１かつ移動（純移動率）がゼロ（均衡）で推移

すると仮定。 

※自然増減の影響度は、上記計算方法により得た数値に応じて５段階に整理。 

（１：100％未満、２：100～105％、３：105～110％、４：110～115％、５：115％以上の増加） 

 社会増減の影響度は、上記計算方法により得た数値に応じて５段階に整理。 

（１：100％未満、２：100～110％、３：110～120％、４：120～130％、５：130％以上の増加） 
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②町独自推計（パターン３）をベース 

・シミュレーション３－１及びシミュレーション３－２の比較から自然増減・社会増減の影響

度をみると、自然増減の影響度が「４（影響度110～115％）」、社会増減の影響度が「２（影

響度100～110％）」となりました。 

・「①将来人口推計における社人研推計準拠（パターン１）をベース」の結果と比較すると、

社会増減の影響度が低下しています。これは町独自推計（パターン３）の前提となる値が、

近年の定住促進事業等による流入超過の傾向を反映しているためと考えられます。今後は、

自然減にも歯止めをかけるべく、出生率の上昇につながる子育て支援等の施策に取り組むこ

とが効果的と考えます。 

・2040（平成52）年での人口をシミュレーションごとに比較すると、シミュレーション３－２

が5,552人と最も多く、続いてシミュレーション３－１が5,142人、続いてシミュレーション

３－３が4,910人となりました。 

・このことから、本町では、出生率が上昇しかつ、移動が均衡した場合に人口減少数が最も小

さく、続いて、出生率が上昇した場合、移動が均衡した場合となります。このように、最も

人口減少に効果が表れるケースは出生率が上昇かつ、移動が均衡した場合であることから、

施策は自然増、社会増の両面から取り組む必要があると考えます。 

 

図30 自然増減、社会増減の影響度の分析（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※パターン３は、町独自推計として、2015（平成 27）年の人口を、2015（平成 27）年７月１日時点

の千葉県毎月常住人口調査の人口（7,107 人）とした推計。（町独自推計） 

※シミュレーション３－１は、パターン３（町独自推計）において、合計特殊出生率が 2030（平成

42）年までに人口置換水準（2.1）まで上昇すると仮定。 

※シミュレーション３－２は、シミュレーション３－１かつ移動（純移動率）がゼロ（均衡）で推

移すると仮定。 

※シミュレーション３－３は、パターン３（町独自推計）において、移動（純移動率）がゼロ（均

衡）で推移すると仮定。 

4,598

5,142

7,340

7,107

5,552

4,910

4000

4500

5000

5500

6000

6500

7000

7500

8000

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

総
人
口
（
人
）

パターン３（町独自推計） シミュレーション３‐１ シミュレーション３‐２ シミュレーション３‐３(参考)

パターン３（町独自推計） シミュレーション３‐１

シミュレーション３‐２

シミュレーション３‐３（参考）



睦沢町 まち・ひと・しごと創生 第１部 人口ビジョン 

 

33 

 

第
１
部 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン 

 

表４ 自然増減、社会増減の影響度 

分類 計算方法 影響度 

自然増減の

影響度 

シミュレーション３－１の2040（平成52）年推計人口＝5,142人 

パターン３の2040（平成52）年推計人口＝4,598人 

⇒5,142人／4,598人＝111.8％ 

４ 

社会増減の

影響度 

シミュレーション３－２の2040（平成52）年推計人口＝5,552人 

シミュレーション３－１の2040（平成52）年推計人口＝5,142人 

⇒5,552人／5,142人＝108.0％ 

２ 

 

 

 

 

 

  

※自然増減の影響度は、上記計算方法により得た数値に応じて５段階に整理。 

（１：100％未満、２：100～105％、３：105～110％、４：110～115％、５：115％以上の増加） 

 社会増減の影響度は、上記計算方法により得た数値に応じて５段階に整理。 

（１：100％未満、２：100～110％、３：110～120％、４：120～130％、５：130％以上の増加） 
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＜シミュレーション１－１、３－１※に用いた推計値＞ 

■純移動率 

・パターン１（社人研推計準拠）と同様としています。 

 

■合計特殊出生率 

 

 

・合計特殊出生率を2030（平成42）年までに人口置換水準（2.1）までに上昇させる各年の値

は、「地域人口減少白書2014-2018（社）北海道総合研究調査会）」において、合計特殊出生

率の閾値
い き ち

（５段階分類）を2015（平成27）年から2030（平成42）年まで順次適用しました。 

・合計特殊出生率の５段階分類 

１ ２ ３ ４ ５ 

1.2未満 
1.2以上 

1.5未満 

1.5以上 

1.8未満 

1.8以上 

2.1未満 
2.1以上 

※シミュレーション３－１における2015（平成27）年の人口は、千葉県毎月常住人口調査の実

績値（7,107人：2015(平成27)年７月１日時点）を用いています。 

 

＜シミュレーション１－２、３－２※に用いている推計値＞ 

■純移動率 

・各年、男女・各年齢階層とも「０（ゼロ）」としています。 

 

■合計特殊出生率（※シミュレーション１－１と同様） 

 

 

※シミュレーション３－２における2015（平成27）年の人口は、千葉県毎月常住人口調査の実

績値（7,107人：2015(平成27)年７月１日時点）を用いています。 

 

＜シミュレーション３－３※に用いた推計値＞ 

■純移動率 

・各年、男女・各年齢階層とも「０（ゼロ）」としています。 

 

■合計特殊出生率（※パターン１（社人研推計準拠）と同様） 

 

 

※シミュレーション３－３における2015（平成27）年の人口は、千葉県毎月常住人口調査の実

績値（7,107人：2015（平成27）年７月１日時点）を用いています。 

  

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
1.20 1.50 1.80 2.10 2.10 2.10

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
1.20 1.50 1.80 2.10 2.10 2.10

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
1.01 0.99 0.97 0.97 0.97 0.97
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（５）長期の総人口の分析 

パターン１、３及び各シミュレーションについて、2060（平成72）年までの長期で推計を

行った場合の人口の推移を求め、その結果を分析します。 

 

①将来人口推計における社人研推計準拠（パターン１）をベース 

・シミュレーション１－１（2030（平成42）年までに合計特殊出生率が2.1まで上昇）では、

2060（平成72）年の総人口が約3,400人と推計され、さらにシミュレーション１－２（シミ

ュレーション１かつ純移動率が均衡）では、約4,400人になると推計されています。 

・これをパターン１（社人研推計準拠）と比較すると、それぞれ約800人、約1,900人を上回る

推計となっています。 

 

図31 総人口の分析①（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※パターン 1（社人研推計準拠）、シミュレーション１－１、１－２は、前述図 29 の注書き(P.31 参照)のとおりと

し、それぞれの推計値について 2040（平成 52）年までの出生・死亡・移動等の傾向がその後も継続するとして、

2060（平成 72）年まで推計した場合を示している。 
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②将来人口推計における町独自推計（パターン３）をベース 

・シミュレーション３－１（2030（平成42）年までに合計特殊出生率が2.1まで上昇）では、

2060（平成72）年の総人口が約3,800人と推計され、シミュレーション３－２（シミュレー

ション３－１かつ純移動率が均衡）では約4,700人、シミュレーション３－３（パターン３

かつ純移動率が均衡）では3,400人弱になると推計されています。 

・これをパターン３（町独自推計）と比較すると、それぞれ約900人、約1,800人、約500人上

回る推計となっており、特にシミュレーション３－２は、出生率が上昇し、流出・流入が均

衡することから、最も人口が多く維持できる推計となっています。 

 

図32 総人口の分析②（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※パターン３（町独自推計）及びシミュレーション３－１、３－２、３－３は、前述図 30 の注書き(P.32 参照)のと

おりとし、それぞれの推計値について 2040（平成 52）年までの出生・死亡・移動等の傾向がその後も継続すると仮

定して、2060（平成 72）年まで推計した場合を示している。 

4,598

2,847

5,142

3,771

5,552

4,669

7,340

7,107

4,910

3,358

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

総
人
口
（
人
）

パターン３（町独自推計） シミュレーション３‐１ シミュレーション３‐２ シミュレーション３‐３
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（６）人口構造に及ぼす影響 

前項目までに行った推計及びシミュレーションごとに、2010（平成22）年と2040（平成52）

年の人口増減率を算出し、各推計における人口構造をみることによって、出生率や移動率が

将来人口に及ぼす影響を確認します。 

 

①各推計における人口増減率の分析 

・年齢３区分での増減率をパターン１からみると、出生率を上昇させたシミュレーション１－

１で、年少人口の減少率が50ポイント近く改善され、０～４歳人口では増加に転じています。

さらに、移動を均衡させたシミュレーション１－２では、年少人口は増加に転じています。 

・20～39歳女性人口をみると、シミュレーション１－１では、パターン１と比較して減少率が

６ポイント改善、シミュレーション１－２では、パターン１と比較して減少率が20ポイント

以上改善、シミュレーション３－２でもパターン３と比較して減少率20ポイント弱改善して

います。 

 

表５ 集計結果ごとの人口（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６ 集計結果ごとの人口増減率（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

  

単位：人

0-14歳人口

うち0-4歳
人口

2010年 現況値 7,340 695 175 4,310 2,335 657

4,268 259 76 1,852 2,157 271

シミュレーション１‐１ 4,778 603 188 2,018 2,157 310

シミュレーション１‐２ 5,363 758 248 2,557 2,049 405

4,112 236 67 1,701 2,174 236

4,598 303 89 2,106 2,188 340

シミュレーション３‐１ 5,142 689 216 2,264 2,188 370

シミュレーション３‐２ 5,552 808 264 2,664 2,081 468

シミュレーション３‐３ 4,910 356 109 2,473 2,081 431

20-39歳
女性人口

2040年

パターン１

パターン２

パターン３

区　分 総人口
15-64歳

人口
65歳

以上人口

0-14歳人口

うち0-4歳
人口

-41.9% -62.7% -56.7% -57.0% -7.6% -58.8%

シミュレーション１‐１ -34.9% -13.3% 7.6% -53.2% -7.6% -52.8%

シミュレーション１‐２ -26.9% 9.1% 41.4% -40.7% -12.3% -38.3%

-44.0% -66.0% -61.6% -60.5% -6.9% -64.1%

-37.4% -56.4% -49.1% -51.1% -6.3% -48.2%

シミュレーション３‐１ -30.0% -0.8% 23.3% -47.5% -6.3% -43.7%

シミュレーション３‐２ -24.4% 16.2% 50.9% -38.2% -10.9% -28.8%

シミュレーション３‐３ -33.1% -48.8% -37.5% -42.6% -10.9% -34.4%

2010年→
2040年
増減率

パターン１

パターン２

パターン３

区　分 総人口
15-64歳

人口
65歳

以上人口
20-39歳
女性人口
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②社人研推計準拠（パターン１）をベースとした老年人口比率の分析 

・パターン１での老年人口比率は、2060（平成72）年まで一貫して増加していますが、シミュ

レーション１－１では2040（平成52）年をピークに、シミュレーション１－２では2025（平

成37）年をピークに、比率は低下に転じており、出生率を上昇させること、さらには移動を

均衡させることが、老年人口比率の上昇の歯止めに大きく関係しています。 

 

表７ 長期推計の年齢３区分別人口比率①（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図33 長期推計の老年人口比率の推移①（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※年少人口とは０～14 歳の人口、生産年齢人口とは 15～64 歳の人口、老年人口とは 65 歳以上の人口をいう。 

47.7%

50.5%

55.2%

45.1% 45.2%

41.4%

40.6%

38.2%

33.2%
31.8%

49.1%

52.9%

59.1%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

パターン１ シミュレーション１‐１ シミュレーション１‐２ パターン２

パターン１（社人研推計準拠）

シミュレーション１‐１

シミュレーション１‐２

パターン２（日本創生会議準拠）

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

7,340 6,833 6,333 5,827 5,318 4,793 4,268 3,761 3,306 2,899 2,532

9.5% 8.1% 7.2% 6.7% 6.3% 6.1% 6.1% 6.0% 5.7% 5.4% 5.0%

58.7% 54.1% 49.9% 47.6% 46.0% 44.9% 43.4% 41.9% 41.3% 40.8% 39.8%

31.8% 37.8% 42.9% 45.7% 47.7% 48.9% 50.5% 52.1% 53.0% 53.8% 55.2%

75歳以上人口比率 16.8% 18.9% 22.6% 27.6% 32.0% 33.7% 34.3% 34.5% 35.9% 37.8% 38.6%

7,340 6,863 6,430 6,019 5,624 5,205 4,778 4,360 3,986 3,657 3,371

9.5% 8.5% 8.6% 9.7% 10.9% 11.9% 12.6% 12.9% 13.1% 13.3% 13.6%

58.7% 53.9% 49.2% 46.1% 44.0% 43.0% 42.2% 42.1% 42.9% 44.1% 44.9%

31.8% 37.6% 42.2% 44.2% 45.1% 45.1% 45.2% 44.9% 44.0% 42.7% 41.4%

75歳以上人口比率 16.8% 18.8% 22.2% 26.7% 30.3% 31.0% 30.7% 29.8% 29.8% 30.0% 29.0%

7,340 6,983 6,632 6,308 6,005 5,683 5,363 5,060 4,801 4,588 4,422

9.5% 8.5% 8.8% 10.3% 11.9% 13.2% 14.1% 14.5% 14.6% 14.6% 14.9%

58.7% 55.1% 51.3% 48.9% 47.5% 47.4% 47.7% 48.5% 50.0% 51.6% 51.9%

31.8% 36.4% 39.9% 40.8% 40.6% 39.4% 38.2% 37.0% 35.4% 33.8% 33.2%

75歳以上人口比率 16.8% 18.1% 20.8% 24.5% 27.1% 27.0% 25.7% 23.9% 23.0% 22.5% 21.4%

7,340 6,833 6,296 5,760 5,226 4,671 4,112 3,571 3,091 2,667 2,288

9.5% 8.1% 7.2% 6.7% 6.2% 5.9% 5.7% 5.6% 5.3% 5.0% 4.7%

58.7% 54.1% 49.6% 46.8% 44.8% 43.3% 41.4% 39.5% 38.4% 37.5% 36.2%

31.8% 37.8% 43.2% 46.5% 49.1% 50.9% 52.9% 54.9% 56.3% 57.5% 59.1%

75歳以上人口比率 16.8% 18.9% 22.8% 28.1% 33.1% 35.3% 36.4% 36.8% 38.6% 41.0% 42.3%

老年人口比率

パターン２

総人口（単位：人）

年少人口比率

生産年齢人口比率

老年人口比率

シミュレーション
１‐１

総人口（単位：人）

年少人口比率

生産年齢人口比率

老年人口比率

シミュレーション
１‐２

総人口（単位：人）

年少人口比率

生産年齢人口比率

区　分

パターン１

総人口（単位：人）

年少人口比率

生産年齢人口比率

老年人口比率
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③町独自推計（パターン３）をベースとした老年人口比率の分析 

・パターン３及びシミュレーション３－３での老年人口比率は、2060（平成72）年まで一貫し

て増加していますが、シミュレーション３－１では2045（平成57）年をピークに、シミュレ

ーション３－２では2025（平成37）年をピークに低下に転じていることから、出生率の上昇

と人口流出の抑制が、老年人口比率上昇の早期歯止めに大きく関係することがわかります。 

 

表８ 長期推計の年齢３区分別人口比率②（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図34 長期推計の老年人口比率の推移②（睦沢町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※年少人口とは 0～14 歳の人口、生産年齢人口とは 15～64 歳の人口、老年人口とは 65 歳以上の人口をいう。 

44.9%

47.6%

52.7%

42.6% 42.6%

39.8%
39.8%

37.5%

31.4%31.8%

42.1% 42.4%

43.7%

30.0%

40.0%

50.0%

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

パターン３ シミュレーション３‐１ シミュレーション３‐２ シミュレーション３‐３

パターン３（町独自推計）

シミュレーション３‐２

シミュレーション３‐３

シミュレーション３‐１

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

7,340 7,107 6,626 6,137 5,640 5,118 4,598 4,089 3,633 3,223 2,847

9.5% 9.8% 9.0% 8.0% 6.6% 6.6% 6.6% 6.5% 6.2% 5.9% 5.5%

パターン３ 58.7% 54.5% 50.4% 48.8% 48.4% 47.3% 45.8% 43.9% 43.1% 42.4% 41.7%

31.8% 35.7% 40.6% 43.2% 44.9% 46.1% 47.6% 49.6% 50.7% 51.7% 52.7%

75歳以上人口比率 16.8% 17.4% 21.0% 26.0% 30.2% 31.7% 31.9% 31.9% 33.3% 35.8% 36.9%

7,340 7,107 6,698 6,316 5,950 5,551 5,142 4,737 4,373 4,054 3,771

9.5% 9.8% 10.0% 10.6% 11.5% 12.6% 13.4% 13.7% 13.8% 13.9% 14.2%

58.7% 54.5% 49.8% 47.4% 45.9% 44.9% 44.0% 43.5% 44.0% 45.0% 46.0%

31.8% 35.7% 40.2% 42.0% 42.6% 42.5% 42.6% 42.9% 42.1% 41.1% 39.8%

75歳以上人口比率 16.8% 17.4% 20.8% 25.3% 28.7% 29.2% 28.5% 27.6% 27.7% 28.5% 27.8%

7,340 7,107 6,767 6,456 6,171 5,862 5,552 5,262 5,020 4,824 4,669

9.5% 9.8% 10.0% 10.8% 12.1% 13.5% 14.5% 15.0% 15.2% 15.3% 15.5%

58.7% 54.5% 50.6% 49.0% 48.1% 47.9% 48.0% 48.4% 49.9% 51.5% 53.1%

31.8% 35.7% 39.3% 40.2% 39.8% 38.6% 37.5% 36.5% 34.8% 33.2% 31.4%

75歳以上人口比率 16.8% 17.4% 20.2% 24.0% 26.7% 26.5% 25.0% 23.2% 22.4% 22.2% 21.0%

7,340 7,107 6,692 6,266 5,832 5,374 4,910 4,459 4,056 3,693 3,358

9.5% 9.8% 9.0% 8.1% 6.9% 7.1% 7.2% 7.3% 7.1% 6.7% 6.3%

58.7% 54.5% 51.2% 50.5% 50.9% 50.8% 50.4% 49.6% 49.8% 50.0% 50.0%

31.8% 35.7% 39.8% 41.5% 42.1% 42.1% 42.4% 43.1% 43.1% 43.3% 43.7%

75歳以上人口比率 16.8% 17.4% 20.4% 24.7% 28.3% 28.9% 28.3% 27.4% 27.7% 29.0% 29.2%

シミュレーション
３‐１

シミュレーション
３‐２

シミュレーション
３‐３

年少人口比率

生産年齢人口比率

老年人口比率

総人口（単位：人）

年少人口比率

生産年齢人口比率

総人口（単位：人）

老年人口比率

総人口（単位：人）

年少人口比率

生産年齢人口比率

老年人口比率

区　分

総人口（単位：人）

年少人口比率

生産年齢人口比率

老年人口比率
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第３章 睦沢町人口ビジョン  

１．人口の将来展望の検討 

「睦沢町人口ビジョン」及び「睦沢町総合戦略」を策定するにあたり、住民意向を把握する

ことを目的に町民アンケート調査を実施しました。 

また、人口減少をはじめ、地域の活性化効果も期待される定住・移住施策を有効に推進して

いくため、大都市圏の住民を対象に、地方への移住の現状や要望などを確認するwebアンケー

ト調査を実施しました。 

これら調査結果を分析し、町の将来人口の展望に必要な視点、考え方を整理しました。 

 

（１）睦沢町「人口ビジョン」策定アンケート調査（町民アンケート）の概要 

町の将来人口の展望を検討するため、町民の方を対象に、町での暮らし、家族のこと、自

身の将来や普段感じられていることなどについてアンケート調査行いました。調査の概要は

以下のとおりです。 

 

（a）調査期間 

・2015（平成27）年６月19日～７月３日 

（b）実施対象 

・睦沢町内に在住する15歳以上49歳以下（基準日：2015（平成27）年４月１日）の町民

1,500人 

（c）抽出方法 

・住民基本台帳から無作為に抽出 

（d）調査方法 

・郵送による配布・回収 

（e）回収結果 

・郵送による配布数1,500票、回収数480票、回収率32.0％ 
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①暮らしの満足度、住みよいまちづくりをすすめる上で特に力を入れるべきこと 

・暮らしの満足度では、「買物など日常生活の利便性」、「通勤、通学の利便性」、「公共交通の

利便性」、「病院などの医療機関」に対しての不満が多くありました。 

・これら４項目は、住みよいまちづくりをすすめる上で、特に力を入れるべきこととしてもあ

がっており、利便性の高さを感じるまちづくりが求められています。 

・これらに加えて、「子どもの教育環境」にも要望があり、「病院などの医療機関」とあわせ、

福祉・教育環境の向上にも留意が必要です。 

・一方で、「住宅の条件」、「緑や水辺などの自然環境」の満足度は高く、町の魅力として今後

も維持していくべき特色となっています。 
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43.8%

53.5%

44.0%

52.7%

39.4%

16.3%

47.3%

45.8%

45.4%

53.5%

55.2%

50.0%

7.5%

17.9%

51.3%

31.0%

やや満足

31.9%

21.5%

6.7%

17.3%

32.5%

35.8%

25.6%

25.2%

22.7%

13.1%

20.0%

19.4%

27.7%

29.8%

19.8%

34.0%

やや不満

11.9%

5.4%

3.5%

6.7%

14.4%

41.7%

10.8%

11.5%

11.0%

5.2%

7.9%

7.3%

60.6%

42.1%

7.7%

22.3%

不満

6.3%

7.3%

6.0%

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

防犯の体制、交通安全施設の整備状況

火災や災害からの安全性

緑や水辺などの自然環境

上下水道など生活環境施設の整備

道路の整備状況

病院などの医療機関

高齢者、障がい者などへの福祉

出産、子育ての環境

子どもの教育環境

住宅の条件

地域の行事・イベント

近所とのつきあい

公共交通の利便性

通勤、通学の利便性

地産農作物などの豊富さ・価格

買物など日常生活の利便性

総数=480

31.5

7.5

27.5

42.3

4.2

4.2

3.1

21.9

16.5

13.8

36.5

9.4

5.2

3.8

6.7

13.5

11.7
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１．買物など日常生活の利便性

２．地産農作物などの豊富さ・価格

３．通勤、通学の利便性

４．公共交通の利便性

５．近所とのつきあい

６．地域の行事・イベント

７．住宅の条件

８．子どもの教育環境

９．出産、子育ての環境

10．高齢者、障がい者などへの福祉

11．病院などの医療機関

12．道路の整備状況

13．上下水道など生活環境施設の整備

14．緑や水辺などの自然環境

15．火災や災害からの安全性

16．防犯の体制、交通安全施設の整備状

況

無回答

％総数=480 （複数回答）

図35 暮らしの満足度 図36 住みよいまちづくりをすすめる上で 

特に力を入れるべきこと 
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②継続居住の意向 

・継続居住の意向では、15～19歳で「できれば他に移りたい」、「すぐにでも他に移りたい」の

合計割合が高くなっており、10代の若い世代が「いつまでも住み続けたい」と思えるまちづ

くりをすることが緊急の課題です。 

 

図37 継続居住の意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図38 年齢５歳階級別の継続居住の意向 
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20.5%

17.4%

30.2%

27.8%

12.3%

19.2%

できれば

住み続けたい

42.5%

54.2%

47.7%

48.9%

46.5%

50.6%

59.6%

49.6%

できれば

他に移りたい

34.2%

22.9%

29.5%

22.8%

15.1%

20.3%

19.3%

22.9%

すぐにでも

他に移りたい

12.3%

4.2%

2.2%

3.5%

1.3%

3.5%

4.0%

無回答

6.3%

8.7%

5.3%

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

全体

いつまでも住み続けたい できれば住み続けたい できれば他に移りたい

すぐにでも他に移りたい 無回答

総数=479

いつまでも住み

続けたい

19.2%

できれば住み続

けたい

49.6%

できれば他に移

りたい

22.9%

すぐにでも他に

移りたい

4.0%

無回答

4.4%

総数
480
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36.0

28.0

24.0

4.0

4.0

4.0

0 10 20 30 40

できれば睦沢町内に住んで、そこから通

えるところに進学・就職したい

できれば睦沢町を出て、千葉県内の他の

地域で進学・就職したい

できれば東京都内など都心部に出て、進

学・就職したい

できれば首都圏以外の地方や海外などに

出て、進学・就職したい

その他

無回答

％総数=75

③卒業後の居住地・就業地の意向 

・学生の卒業後の居住地・就業地の意向では、「できれば睦沢町内に住んで、そこから通える

ところに進学・就職したい」の割合が最も高くなっています。こうした若年層の希望を叶え

るためには、雇用等の生活基盤の確保が必要となります。また、今後も人口を維持していく

には、町内に残りたい、戻りたいとする割合を伸ばしていく必要があります。 

 

図39 卒業後の居住地・就業地の意向（学生のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④結婚後の居住地の意向 

・結婚後の居住地の意向では、「できれば実家で親や親族と同居したい」及び「できれば睦沢

町の中で新居を探したい」とする割合は、合計で３割程度に留まっており、結婚を機会とし

た人口の流出が危惧されることから、住宅の確保、雇用の創出、生活利便性の向上など、結

婚後に町内に留まることを促進するための多角的な取り組みが必要であると考えます。 

 

図40 結婚後の居住地の意向（未婚者のみ） 

 

 

  25.2

20.9

18.4

11.3

7.8

3.2

7.8

5.3

0 10 20 30

できれば近隣の市町村など実家に近い範

囲で新居を探したい

できれば実家で親や親族と同居したい

できれば千葉県内の他の地域で新居を探

したい

できれば睦沢町の中で新居を探したい

できれば東京都内など都心部で新居を探

したい

できれば首都圏以外の地方や海外などで

新居を探したい

その他

無回答

％総数=282
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⑤理想の子どもの人数 

・理想の子ども人数の平均を、アンケート結果から試算すると約２人となります。 

・一方、合計特殊出生率は1.24（2008（平成20）年～2012（平成24）年、厚生労働省「人口動

態保健所・市区町村別統計」）であることから、子育てにおける理想と現実に乖離があるこ

とが伺えます。 

・このことから、安心して出産・育児ができる環境、仕事と子育てが両立できる環境等を構築

していくことが求められます。 

 

＜参考集計【理想の子ども人数の平均】＞ 

●理想の子ども人数の平均を算出してみると、以下の計算式より2.08人となります。 

１(人)×0.069 ＋ ２(人)×0.558 ＋ ３(人)×0.235 ＋ ４(人)×0.029 

＋ ５(人)※×0.015 ＋ ０(人)×0.067 

※「５人以上」の回答は５人として計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１人

6.9%

２人

55.8%

３人

23.5%

４人

2.9%

５人以上

1.5%

子どもはいらな

い

6.7%

無回答

2.7%

総数
480

57.3

53.3

44.0

24.2

24.0

21.9

17.5

6.9

4.2

3.1

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70

家計や収入のこと

親や親族の健康や介護のこと

自身の仕事や雇用のこと

仕事と子育ての両立に関すること

健康に関すること

家事・子育ての負担に関すること

教育に関すること

住宅の事情（広さ・間取りなど）に関す

ること

その他

特になし

無回答

％総数=480 （複数回答）

図42 将来の生活・結婚、出産・子育てに関する

不安・心配 

図41 理想の子どもの人数 
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⑥多くの人に住んでもらうために重要だと思う取り組み 

・多くの人に住んでもらうために重要だと思う取り組みについて、町の魅力向上の観点からは、

「企業や工場の誘致による働く場の創出」、「ショッピングセンターなど商業施設の充実」と

いったインパクトの大きい施策に対する要望が高くなっています。 

・一方で、「購入・賃貸しやすい住宅・住宅地の整備・充実」、「就農希望者の受入れ・支援、

観光農園などによる、農業の振興と交流の拡大」、「町の地場産品を活用した商品の開発、ブ

ランド化、ＰＲ」、「道の駅など、地域交通や観光交流の拠点となる施設の整備・拡充」など、

町が取り組みつつある施策についても一定の評価を得ていることから、実施できる施策を順

次実現し、複合的・総合的な施策展開を図ることが求められています。 

・暮らしの支援の観点では、「公共交通の充実など、移動手段の確保と利便性の向上」が最も

求められています。その他にも「出産・子育てに関する助成制度の充実」や「保健・医療分

野のサービスの充実」といった安心して出産・育児ができる環境、仕事と子育てが両立でき

る環境等を実現する施策が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図43 町の魅力向上に関して人口増 

のために必要な施策 

図44 暮らしの支援に関して人口増 

のために必要な施策 

39.2

36.5

16.9

16.7

16.3

16.0

9.8

9.4

2.9

5.4

8.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

企業や工場の誘致による働く場の創出

ショッピングセンターなど商業施設の充

実

購入・賃貸しやすい住宅・住宅地の整

備・充実

就農希望者の受入れ・支援、観光農園な

どによる、農業の振興と交流の拡大

町の地場産品を活用した商品の開発、ブ

ランド化、ＰＲ

道の駅など、地域交通や観光交流の拠点

となる施設の整備・拡充

スポーツ・レクリエーション施設の充

実、イベントや大会開催による交流の拡

大

住宅の取得に関する助成制度の充実

町の歴史名所、景勝地などのＰＲ、観光

による交流の拡大

その他

無回答

％
総数=480 （複数回答）

41.3

24.4

23.5

17.9

17.9

17.9

17.5

15.4

2.1

7.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

公共交通の充実など、移動手段の確保と

利便性の向上

出産・子育てに関する助成制度の充実

保健・医療分野のサービスの充実

公園や児童館など、子どもの遊び場の整

備・充実

老人福祉や介護サービスの充実

道路の拡幅や歩道の設置など、歩行者と

車の双方が移動しやすい道路環境の整備

保育サービスの充実など、子育てしなが

ら働ける環境への支援

魅力ある学校づくりなど、教育環境の充

実

その他

無回答

％
総数=480 （複数回答）
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（２）大都市圏住民向け web アンケート調査（移住に関する調査）の概要 

地方への移住意向のある大都市圏の住民を対象に、地方への移住の現状や要望などを確認

することを目的として、webアンケート調査を行いました。調査の概要は以下のとおりです。 

 

（a）調査期間 

・2015（平成27）年６月23日～26日 

（b）実施対象 

・千葉県、東京都、神奈川県、埼玉県に在住しているモニター約45,900人のうち、地方へ

の移住などを検討している方（移住希望者）1,000人 

（c）抽出方法 

・スクリーニング調査で、地方への移住などを検討しているとしたモニター4,544人のう

ち、首都圏都市部に居住している方を優先に1,000サンプルを抽出 

 

図45 地方への移住意向（スクリーニング調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・なお、サンプルの収集にあたっては、人口規模の大きい東京都の居住者にサンプルが集

中しないようにするため、モニターの方が居住されている都県別に、以下の配分を目安

に収集を行い（予定数）、以下の回答者数（実施数）となりました。 

 

 千葉県 東京都 神奈川県 埼玉県 合計 

予定数 250 750 1,000 

実施数 250 397 231 122 1,000 

  

現在検討している・計

画している, 5.8%

現在ではないが将来し

てみたい・関心があ

る, 29.9%

考えたことはない・関

心がない, 64.3%

総数

12,742

※本調査サンプル候補者 
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①地方移住に必要な条件 

・地方移住に必要な条件では、生計を立てるための雇用や不自由しない生活環境の整備の他、

移住先で良質な住宅を得ることが必要となっており、地方移住を促進するためには、住宅の

確保や、供給・整備が必要となります。 

 

図46 地方移住に必要な条件 

（スクリーニング調査：地方への移住を考えた事がない、関心がない方を対象） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地方移住の動機 

・地方移住の動機では、「自然豊かな環境で暮らしたい」、「自分の生活環境を変えたい（スロ

ーライフの実現など）」といった都市部では叶わない「自然豊かな環境」や「理想とするラ

イフスタイル」の獲得が、地方移住の動機の多数を占めていることが伺えます。 

・都市部では得られない睦沢町固有の価値を認識し、着実にアピールしていくことが移住希望

者の獲得に有効と考えられます。 

 

図47 移住したい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.6

21.8

29.4

11.0

12.8

19.6

1.4

51.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

生計を立てられる収入・仕事がある

将来もらえる年金程度の生活費で暮らすことができる

日常生活に困らない程度の生活環境が整っている

子どもの教育環境が整っている

地域コミュニティに移住者を受け入れる土壌がある

ゆとりある良質な住宅が安価で購入、もしくは借りることができる

その他

どのような条件があっても地方への移住は考えていない

総数=8,198（複数回答）

11.5

2.7

4.5

33.4

5.0

2.7

8.5

5.8

0.5

11.6

3.9

6.3

1.4

2.2

0% 10% 20% 30% 40%

自分の働き方を変えたい、やりたい仕事がある

家業を継ぎたい（または継ぐ必要がある）

都市部の暮らしが合わない

自然豊かな環境で暮らしたい

広々とした住宅を確保したい

子どもを育てる環境を変えたい

自分（または配偶者）の生まれ育った地域に戻りたい

親・親族などの世話をしたい（またはする必要がある）

医療、福祉が充実している

自分の生活環境を変えたい（スローライフの実現など）

趣味を充実したい

食べ物や水、空気がおいしい

人づきあい（近所との関係など）のあり方を変えたい

その他

総数=1,000
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③移住先に求める環境 

・移住先の環境についての回答からは、「気候が温暖な地域」をはじめとした暮らしやすい環

境を求めていることが分かります。 

・睦沢町は豊かな里山や温暖な気候という特性を有しており、首都圏からアクセス容易性が高

いという特性もあります。これらを強みとして捉え、移住促進の取り組みに有効に繋げてい

くことが求められます。 

図48 移住先に求める環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④移住の際に重視する点 

・移住の際に重視する点については、「豊かな自然など居住環境の良さ」の視点に加えて、「生

活コスト（居住費、光熱費、物価など）」や「雇用・就労の場、仕事の確保」といった、生

計を立てる視点にも重点が置かれていることが分かります。 

・移住促進にあたっては、移住希望者が求める住環境やライフスタイルの豊かさがあることを

前提に、生計をはじめ総合的に安心を感じることのできる生活環境の創出が必要となります。 

 

図49 移住の際に重視する点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.4

7.9

20.0

2.9

3.7

1.1

3.8

13.9

2.8

2.8

1.2

1.7

1.3

1.6

2.0

4.0

0.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

生活コスト（居住費、光熱費、物価など）

買い物の利便性

豊かな自然など居住環境の良さ

魅力的な住宅の取得

公共交通（バス・鉄道など）の利便性

自動車交通の利便性

都市部からの距離（遠すぎない）

雇用・就労の場、仕事の確保

地域コミュニティや近所づきあいなどの…

保健、医療サービスの充実

子育て支援・サービスの充実

老人福祉や介護支援・サービスの充実

自治体の移住に対する支援制度の充実

子どもの教育環境の充実

趣味やレジャー・娯楽の充実

治安の良さ、防災体制の充実

その他

総数=1,000

17.9

12.3

13.1

24.5

9.7

2.3

20.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

森林や渓谷などが身近にある山間の地域

里山や丘陵に囲まれた農村地域

海に近い沿岸の地域

気候が温暖な地域

歴史的な街並みや風情が残る地域

その他

まだわからない

総数=1,000
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⑤移住希望者の必要としている支援 

・約半数の方が「移住先での仕事探しに関すること」を挙げているほか、約３～４割の方が

「移住先での住宅探しに関すること」を挙げていることから、これらの不安等を取り除くこ

とが、地方への移住を促進する上で有効であると考えます。 

 

図50 移住検討時に困っていること・不安なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥関心の高い移住支援策 

・関心の高い「お試し居住・体験暮らし」、「地元での仕事の紹介」、「空き家の情報提供・紹介」

は、移住検討時のネックである移住先での仕事探しに関することや移住先での住宅探しに関

すること等への直接的な支援策となることから、睦沢町への移住を促進するために重要な施

策となります。 

 

図51 関心の高い移住支援策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.5

20.7

31.9

34.7

12.6

14.0

10.9

19.3

5.5

10.5

7.5

10.5

0.5

23.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

お試し居住・体験暮らし

地域住民との交流・イベント

空き家の情報提供・紹介

地元での仕事の紹介

農業体験・研修

起業支援（起業に関する助成など）

就農支援（土地の提供、農家の紹介など）

移住に関する専門の総合窓口

結婚支援（祝い金、出会いイベントなど）

子育て支援（医療助成、手当など）

教育支援（奨学金貸与、手当など）

老人・介護支援（医療助成、手当など）

その他

特になし

総数=1,000（複数回答）

37.6

50.6

29.7

21.3

16.3

1.1

21.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

移住先での住宅探しに関すること

移住先での仕事探しに関すること

移住後の近所づきあいに関すること

自治体の移住支援に関する情報の入手

移住に関して気軽に相談できるところが

ないこと

その他

特に困っていることや不安に思うことは

ない

総数=1,000（複数回答）
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２．目指すべき将来の方向 

（１）現状と課題の整理 

■人口予測（社人研）と直近の人口動向からみた課題 

日本の総人口は、2008（平成20）年前後をピークに減少に転じるなか、本町の人口もこれ

に先んじて1995（平成７）年の8,250人をピークに人口減少に転じ、2010（平成22）年には

7,340人となっています（「国勢調査」調）。さらに、社人研の推計では、本町の人口は2040

（平成52）年までに約4,300人弱に減少すると推測されています。 

一方、「千葉県毎月常住人口調査」における近年の人口動向をみると、2015（平成27）年

７月時点で7,107人と、過去５年間はいずれも7,000人台で推移しており、2015（平成27）年

の社人研推計値である6,837人を270人上回っています。これは、近年の定住促進事業や子育

て支援に係る各種施策への取り組みの効果と考えられます。 

このことから、今後も継続的に定住促進策等に係る施策を展開していくことで、人口減少

に一定の歯止めをかけていくことが課題です。 

 

■自然増減からみた課題 

自然増減をみると、1991（平成３）年以降、自然減に転じており、2001（平成13）年以降

は、毎年概ね50人以上の自然減となっています。この要因として、出生数の減少があげられ、

2008（平成20）年～2012（平成24）年の合計特殊出生率は、全国平均や周辺市町村よりも低

い「1.24」と少子化が深刻となっており、人口減少の主たる要因となっています。 

また、シミュレーション結果においても、低い出生率を反映し将来の人口に及ぼす自然増

減の影響度は大きなものとなっています。 

一方、町民アンケートにおける「理想の子どもの人数」は、希望子ども数の平均が約２人

となっており、現実の数値との乖離がみられます。これは全国でも同様の傾向にあり、全国

の合計特殊出生率が「1.42」なのに対し、国民の希望が叶った場合の「国民希望出生率」は

「1.80」となっています。この差は、子どもを産み育てたい人の希望を阻害する要因による

ものと捉えられ、国はこの要因を取り除くことで、2025（平成37）年までに「国民希望出生

率」である「1.80」を実現することを基本目標（「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」）

に示しています。 

このことから、本町においても結婚や出産、子育て等の希望をかなえる取り組みを積極的

に展開していくことを通じて、希望の子ども数が持てる環境を整えていくことが課題といえ

ます。 

 

■社会増減からみた課題 

社会増減をみると、2013（平成25）年からは社会増に転じています。これは、近年の定住

振興策に起因していると考えられ、特に結婚、子育て世代である25～29歳、30～34歳の流入

は増加傾向にあり、これに伴って０～４歳の流入も増加しています。また、主な転入先をみ

ると、隣接する茂原市をはじめ、周辺市町村からの流入が増加する一方、千葉市などの圏域

外については流出超過の傾向が続いており、特に、進学時期にあたる15～19歳及び就職等の
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時期にあたる20～24歳での流出超過数が大きくなっています。 

このことから、今後は町内のみならず圏域を含めた雇用環境を充実させるなど、圏域外か

らの流入を促す施策展開を図ることにより、若い世代の転入を促していくことが課題です。 

 

■日本創生会議の推計からみた課題 

日本創生会議が2014（平成26）年に提唱した「消滅可能性都市」の観点からみると、日本

創生会議の推計（パターン２）で2010（平成22）年から2040（平成52）年の間の20～39歳の

女性人口減少率が64.1％と予測されており、「消滅可能性都市」に分類される５割以上を大

幅に超過しています。 

これを将来人口推計の人口構造に及ぼす影響のシミュレーションで比較すると、20～39歳

の女性人口減少率は、出生率を上昇させ、かつ社会移動を均衡させることで、20ポイント程

度改善すると推測されています。 

このことから、社会移動を将来にわたり均衡させていくため、流入を促す施策を継続的に

展開していくこと、及び希望する子どもを持てる環境を確保していくことの双方を適切に進

めていくことが、将来にわたり持続可能なまちを維持していくための課題といえます。 
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（２）今後の取り組みの基本的視点 

現状と課題を踏まえ、人口減少に歯止めをかけるための的確な施策を展開するにあたり、

今後の取り組みにおいては、次の３つの基本的視点を踏まえるものとします。 

 

■基本的視点１：人ロ減少問題を正確に捉えるため、指標情報を収集し分析する 

現在も進行している人口減少問題がどの程度、どのような原因で起こっているかを知らな

ければ解決に向けた対策は立てられません。そのため、現在起こっている事態を的確に捉え

るための指標を定め、随時観測します。分析は、町域のみならず、国・県・圏域レベルの観

点も含め多角的に行い、正確かつ客観的なものとします。 

 

■基本的視点２：町の現状を理解し、特性を活かした施策を行う 

本町の人口動向分析を踏まえ、人口減少対策を行います。社会減に対しては、若年人口の

減少を食い止め、まちに活力を取り戻す施策とします。自然減に対しては、出産・子育て世

代が安心して子どもを産み育てられる環境を整え、人口構造の若返りを長期的に図るための

施策とします。 

双方からの施策は、いずれも重要であることから、同時に行うとともに、各施策は、本町

の現状を正確に捉え、効果的に作用させる視点に基づき、計画・策定するものとします。 

 

■基本的視点３：住みたい町・いつまでも暮らしたい町を実現する 

人口減少対策とは人口構造を変えていくことであり、効果が出るまでには長い時間を要す

るものです。その根本には、町に住まい、家庭を築き、子どもを産み育てていくといった

日々の暮らしに希望と魅力を感じることが重要です。 

このことから、若者世代では、自らの希望に基づき結婚し、安心して子どもを産み、育て

ることができる環境が町にあること、さらに老年世代も、自身が健康的、かつ快適な生活環

境の中で暮らしながら、自らの知見や興味を周囲から必要とされ続ける環境を整えることな

どにより、持続可能なまちを目指していくことが重要となります。 

以上のことから、長期的な視点を持ち、豊かな住環境や福祉、教育、雇用、労働環境等を

総合的に整えることで、将来的な人口減少の対策へと繋げていくものとします。 
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（３）目指すべき将来の方向性 

■将来の方向性１ 【雇用をつくる】 

「しごと」は、住民の暮らしを支える上で最も基本的かつ必要不可欠な要素であり、人口

維持の根幹となります。将来にわたり、住民が安心して暮らし続けることのできる安定した

就労環境を、町の地域特性を踏まえ創出します。 

 

■将来の方向性２ 【新しい人の流れをつくる】 

町への新たな「ひと」の流れをつくるため、若い子育て世代をターゲットに移住・定住に

関する各種の取り組みを展開していきます。あわせて、地域特性を活かした取り組みを展開

していくことで、交流人口の拡大を図り、町の認知度も高めていくこととします。 

 

■将来の方向性３ 【若い世代の結婚・出産・子育てを支える】 

町では未婚率の上昇や出生率の低下等が、人口減少の要因となっています。 

一方、アンケート調査では、多くの町民が理想の子どもの数を２人以上と回答しており、

理想と現実に大きなギャップがあることが伺えます。 

このことから、安心して出産・育児ができる環境、仕事と子育てが両立できる環境等を構

築し、若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえられるまちを目指します。 

 

■将来の方向性４ 【時代に合った地域づくり・安心なくらし・地域間連携を進める】 

将来にわたり住民の誰もが安心して豊かに暮らせるまちとしていくため、町の拠点に暮ら

しの機能を集約し、町内、さらには地域間の連携を高めていくことで、町の規模に応じた持

続的な発展を目指したまちづくり・地域づくりを目指します。 
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３．人口の将来展望 

目指すべき将来の方向を踏まえ、次のような考え方から数値目標を設定し、将来人口を展望

します。 

 

（１）数値目標の考え方 

■出生率の将来展望について 

本町の自然減に大きな影響を与えている要素は、低い出生率にあり、全国平均レベルの

「1.42」（厚生労働省「平成26年人口動態統計月報年計（概数）」）を下回り、「1.24」（2008

（平成20）年～2012（平成24）年、厚生労働省「人口動態保健所・市区町村別統計」）とな

っています。 

一方、「（４）将来人口に及ぼす自然増減・社会増減の影響度の分析（P.30～）」からは、

自然減に歯止めをかけることが、本町では人口減少に対して有効であることが分かります。 

このことから、出生率の将来展望については、町民アンケート「理想の子どもの人数」に

よる平均の希望子ども数が約２人であることを見据え、若い世代の結婚・出産・子育ての希

望を叶えるための取り組みを展開することにより、国全体の希望出生率である「1.80」へ回

復させることを、中長期的な目標とします。 

 

■純移動率の将来展望について 

本町の社会減は、近年まで若年世代の流出超過に起因していました。 

しかし、2013（平成25）年以降は、若者定住促進事業等の効果が表れ、2014（平成26）年

（住民基本台帳）では流入超過に転じており、今後も若者定住促進事業等を継続していくこ

とが出来れば、社会移動の均衡を保っていけるものと考えられます。 

このことから、純移動率の将来展望については、雇用の場の確保も含め、若年世代も暮ら

しやすい環境を整えていくための取り組みを展開することにより、町全体の社会移動を均衡

させていくことを、中長期的な目標とします。 
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（２）数値の目標 

■出生率 

先の出生率の将来展望に基づき、まずは2020（平成32）年までに町の出生率を全国平均レ

ベルの「1.42」まで引き上げ、さらに2025（平成37）年までに、国全体の希望出生率である

「1.80」へ高め、その後「1.80」を維持し続けることを将来展望の目標値とします。 

 

 

■純移動率 

先の純移動率の将来展望に基づき、将来（2020（平成32）年以降）にわたり、町全体の社

会移動を均衡させていくため、社人研の推計で社会減とされる（P.27）「５歳～54歳」の社

会移動の均衡を目指します。（「15～19歳→20～24歳、20～24歳→25～29歳」を除く） 

※大学等への進学時期にあたる「15～19歳→20～24歳」については、一旦推計値のまま流

出超過とし、社会人となる時期にあたる「20～24歳→25～29歳」では同率での転入超過

とすることで均衡させます。 

※55歳以上については、社人研の推計値をそのまま適用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
1.42 1.80 1.80 1.80 1.80

純移動率・男 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
0～4歳→5～9歳 0.000% 0.119% 0.189% 0.306% 0.401%
5～9歳→10～14歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
10～4歳→15～19歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
15～19歳→20～24歳 -13.526% -13.491% -13.559% -13.669% -13.705%
20～24歳→25～29歳 13.526% 13.491% 13.559% 13.669% 13.705%
25～29歳→30～34歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
30～34歳→35～39歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
35～39歳→40～44歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
40～44歳→45～49歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
45～49歳→50～54歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
50～54歳→55～59歳 0.654% 1.077% 1.153% 1.093% 1.208%
55～59歳→60～64歳 -0.520% -0.339% -0.124% -0.107% -0.136%
60～64歳→65～69歳 0.901% 1.322% 1.799% 2.503% 2.628%
65～69歳→70～74歳 0.043% -0.166% -0.004% 0.165% 0.398%
70～74歳→75～79歳 -0.181% 0.168% -0.191% 0.016% 0.211%
75～79歳→80～84歳 2.498% 1.777% 2.530% 1.831% 2.555%
80～84歳→85～89歳 0.168% 0.097% -0.253% 0.389% -0.321%
85歳以上→90歳以上 -0.566% -1.169% -1.866% -2.101% -1.315%

純移動率・女 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
0～4歳→5～9歳 1.451% 1.616% 1.757% 1.994% 2.193%
5～9歳→10～14歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
10～4歳→15～19歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
15～19歳→20～24歳 -10.667% -10.570% -10.594% -10.677% -10.714%
20～24歳→25～29歳 10.667% 10.570% 10.594% 10.677% 10.714%
25～29歳→30～34歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
30～34歳→35～39歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
35～39歳→40～44歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
40～44歳→45～49歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
45～49歳→50～54歳 0.000% 0.000% 0.000% 0.000% 0.000%
50～54歳→55～59歳 0.576% 0.776% 0.980% 0.822% 1.019%
55～59歳→60～64歳 2.447% 3.124% 3.770% 4.475% 3.956%
60～64歳→65～69歳 -0.151% -0.117% -0.077% -0.043% -0.033%
65～69歳→70～74歳 0.723% 0.564% 0.725% 0.960% 1.187%
70～74歳→75～79歳 0.704% 0.853% 0.588% 0.803% 1.104%
75～79歳→80～84歳 4.107% 3.747% 4.005% 3.370% 4.093%
80～84歳→85～89歳 3.350% 3.624% 3.206% 3.663% 2.819%
85歳以上→90歳以上 0.708% 0.167% -0.707% -0.930% -0.117%
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（３）総人口動向の将来展望 

・社人研の推計に準じた町独自推計（パターン３）によると、本町の総人口は、2060（平成72）

年の本町の総人口は2,847人まで減少すると予測されています。 

・一方、町の将来展望として、町の人口減少対策の施策により、数値目標である合計特殊出生

率と純移動率を達成することにより、2020（平成32）年で人口約6,800人、2040（平成52）

年で人口5,500人超、2060（平成72）年で人口約4,500人となり、これを町独自推計（パター

ン３）と比較すると、1,500人超の施策効果が見込まれます。 

 

図52 将来展望における総人口の推移（睦沢町） 
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（４）年齢３区分別人口動向の将来展望 

・町の将来展望における人口の推移について、年齢３区分では、当面は現在の人口構成を維持

することとなりますが、徐々に年少人口割合が増加に転じ、それが生産年齢人口割合の増加、

及び老年人口割合の減少へと波及していくことを見込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①年少人口動向の将来展望 

・社人研の推計に準じた町独自推計（パターン３）では、年少人口割合は低下を続け、2060

（平成72）年には総人口の5.5％程度まで低下すると予測されています。 

・一方、町の人口減少対策の効果が着実に出れば、2025（平成37）年頃より年少人口割合は上

昇に転じ、2060（平成72）年では12.9％程度となる見通しです。 

・2060（平成72）年の町独自推計（パターン３）と比較すると、７％超の施策効果が見込まれ

ます。 

 

図53 将来展望における年少人口率の推移（睦沢町） 
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町独自推計（パターン３） 町の将来展望

町の将来展望

施策効果

目標期間目標期間

町独自推計（パターン３）

人口（人） 695 696 668 688 697 718 696 671 638 599 574

人口割合 9.5% 9.8% 9.8% 10.6% 11.2% 12.2% 12.5% 12.9% 13.0% 12.8% 12.9%

人口（人） 4,310 3,875 3,431 3,172 2,984 2,808 2,663 2,502 2,418 2,361 2,277

人口割合 58.7% 54.5% 50.5% 48.7% 48.0% 47.7% 48.0% 48.0% 49.1% 50.4% 51.0%

人口（人） 2,335 2,536 2,692 2,654 2,533 2,359 2,192 2,042 1,871 1,720 1,614

人口割合 31.8% 35.7% 39.6% 40.7% 40.8% 40.1% 39.5% 39.1% 38.0% 36.8% 36.2%

2045年 2050年 2055年 2060年

老年人口
（65歳以上人口）

区分 2010年 2015年 2020年 2030年 2035年 2040年

年少人口
（0～14歳人口）

生産年齢人口
（15～64歳人口）

2025年
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②生産年齢人口動向の将来展望 

・社人研の推計に準じた町独自推計（パターン３）では、生産年齢人口割合は低下を続け、

2060（平成72）年には総人口の41.7％程度まで低下すると予測されています。 

・一方、町の人口減少対策の効果が着実に出れば、2040（平成52）年頃より生産年齢人口割合

は上昇に転じ、2060（平成72）年では51.0％程度となる見通しです。 

・2060（平成72）年の町独自推計（パターン３）と比較すると、約10％程度の施策効果が見込

まれます。 

 

図54 将来展望における生産年齢率の推移（睦沢町） 
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③老年人口動向の将来展望 

・社人研の推計に準じた町独自推計（パターン３）では、老年人口割合は今後も上昇し、2060

（平成72）年には総人口の52.7％程度まで上昇すると予測されています。 

・一方、町の人口減少対策の効果が着実に出れば、2035（平成47）年頃より老年人口割合は低

下に転じ、2060（平成72）年では36.2％程度となる見通しです。 

・2060（平成72）年の町独自推計（パターン３）と比較すると、16％超の施策効果が見込まれ

ます。 

 

図55 将来展望における老齢人口率の推移（睦沢町） 
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参考 用語の解説 

[あ] 

○移動率 

総人口に対する移動者数の割合。類似した言葉に純移動率があるが、これは特定の時期・場

所における流入数（転入者数）と流出数（転出者数）の差を表した割合を意味する。 

 

○お試し居住 

移住に興味を抱く潜在的な移住希望者に対し、本格的な移住へのステップアップを目的に、

宿泊体験プログラムの提供や、体験用宿泊施設の整備等を実施する施策の総称。 

 

 

[か] 

○合計特殊出生率 

「15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」で、一人の女性がその年齢別出生

率で一生の間に生むとしたときの子どもの数に相当する。将来人口推計では、０～４歳人口の

推定に用いられる。 

 

○国勢調査 

統計法に基づいて、日本国の人口の状況を明らかにするため、５年ごとに全国一斉で行われ

る全数調査。 

調査対象者は「調査時において、本邦内に常住している者」であり、「常住している者」と

は、原則、当該住居に３か月以上にわたって住んでいる者としているため、住民票のように事

実上の住所と異なる場合がある統計情報とは、結果が異なる点に特徴がある。 

 

○国民希望出生率 

『まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（平成 26 年 12 月 27 日閣議決定）』の「目指すべ

き将来の方向」において示される国民の希望が叶った場合の出生率。「若い世代の希望が実現

すると、出生率は 1.8 程度に向上する」と位置付けられている。算定式は以下のとおりである。 

・国民希望出生率＝｛（既婚者割合×夫婦の予定子ども数）＋（未婚者割合×未婚結婚希望

割合×理想子ども数）}×離別等効果 

 

○国立社会保障・人口問題研究所 

厚生労働省に所属する国立の研究機関。人口や世帯の同行をとらえるととともに、内外の社

会保障対策や制度に関する研究を行っており、公表される人口動向のデータは、年金をはじめ

とする我が国の重要な政策の基礎的な資料となっている。睦沢町人口ビジョンでは略称として

「社人研」と表記している。 
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[さ] 

○自然増減 

人口統計における、出生数と死亡数の増減数をいう。自然増減は、出生数が死亡数を上まわ

れば、自然増として正の値、死亡数が出生数を上まわれば、自然減として負の値となる。 

 

○社会増減 

人口統計における、転入数と転出数の増減数をいう。社会増減は、転入数が転出数を上まわ

れば、社会増または転入超過として正の値、転出数が転入数を上まわれば、社会減または転出

超過として負の値となる。 

 

○住民基本台帳 

住民基本台帳法に基づき、自治体が、住民全体の住民票を世帯ごとに編成し、作成する公簿。

睦沢町人口ビジョンでは、主に住民全体の転出や転入の状況を把握するための根拠としている。 

 

○出生率 

ある年の総人口に占める出生数の割合。普通出生率とも呼ばれ、合計特殊出生率と区別され

る。 

 

○純移動数 

人口統計における、流入数（転入者数）と流出数（転出者数）の差の値をいう。純移動数は、

流入が流出を上まわれば、流入超過（転入超過）として正の値、流出が流入を上まわれば、流

出超過（転出超過）として負の値となる。 

 

○純移動率 

人口統計における、特定の時期・場所における流入数（転入者数）と流出数（転出者数）の

差を示した割合をいう。純移動率が正の値の場合は、流入数が流出数より多いことを表し、負

の値の場合は、流出数が流入数より多いことを表します。将来人口推計では、人口の社会移動

数の推定に用いる。 

 

○人口減少段階 

人口減少は３つのプロセスを経て進行するとされており、 

・第１段階：老年人口は増加するが、生産年齢人口及び年少人口は減少 

・第２段階：老年人口が維持・微減し、生産年齢人口及び年少人口は減少 

・第３段階：老年人口も減少し、生産年齢人口及び年少人口も減少を続ける 

 の３段階にまとめられる。 
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○消滅可能性都市 

日本創生会議の人口減少問題検討分科会における一つの試みとして、出生数に大きな影響が

ある「20～39 歳の女性人口（若年女性人口）」を、地域の再生産力を示す指標として着目し、

将来消滅する可能性が高い都市（地域）を推定したもので、これに該当する都市（地域）を、

消滅可能性都市という。具体的には『2010 年から 2040 年までの間に「20～39 歳の女性人口」

が５割以下に減少する市区町村』と定義されている。 

 

○人口置換水準 

人口規模が長期的に増加も減少もしない均衡した状態を維持する合計特殊出生率の水準

（値）。変動する値であり、例えば医療等の整備が十分でない国または地域等では、高くなる

とされている。なお、我が国の現在の値は 2.07 であり、2.00 とならないのは、若年期の死亡

率等が考慮されるためである。 

 

○生産年齢人口 

総人口を年齢３区分とした場合に、15 歳以上 65 歳未満の年齢に該当する人口のこと。 

 

○生残率 

ある特定の時期、場所における特定の年代の人口が、将来において、社会移動以外で、どの

程度変化するかを示す割合。将来人口推計では、年齢５歳階級別人口の将来人口推定に用いる。 

 

 

[た] 

○千葉県毎月常住人口調査 

千葉県が要綱に基づき、県内に常住する人口の動態を明らかにし、各種行政施策の基礎資料

を得ることを目的とした人口調査である。集計は毎月行っており、国勢調査人口及び世帯数を

基準に各月の住民基本台帳の移動状況を反映・集計している。 

 

○特化係数 

睦沢町人口ビジョンでは、総産業人口のうち、各産業に従事する就業者比率が、全国平均と

比べて、どの程度の水準にあるかを数値化するため、以下の式を用いて算出した係数。 

・Ｘ産業の特化係数＝睦沢町のＸ産業の就業者比率÷全国のＸ産業の就業者比率 
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[な] 

○日本創生会議 

10 年後の世界・アジアを見据えた日本全体のグランドデザインを描き、その実現に向けた

戦略を策定すべく、2011（平成 23）年５月に産業界労使や学識者などの有志が立ち上げた民

間の組織。日本の諸システムの総点検を行い、国民の立場から新しい日本を創るための提言を

発信し、国民的議論を興すことを目的としている。 

 

○年少人口 

総人口を年齢３区分とした場合に、15 歳未満の年齢に該当する人口のこと。 

 

 

[ま] 

○まち・ひと・しごと創生長期ビジョン 

2014（平成 26）年 12 月 27 日に閣議決定された指針で、「我が国が直面する地方創生・人

口減少克服という構造的課題に正面から取り組む目的の下、国と地方が総力を挙げて取り組む

上での指針」として策定されたもので、日本の人口の現状と将来の姿を示し、人口減少をめぐ

る問題に関する国民の認識の共有を目指すとともに、今後、目指すべき将来の方向を提示する

ことを目的としている。 

 

 

[ら] 

○老年人口 

総人口を年齢３区分とした場合に、65 歳以上の年齢に該当する人口のこと。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

睦沢町 まち・ひと・しごと創生 

第２部 総 合 戦 略 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

第２部 総合戦略 
 

第１章 まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の基本的な考え⽅ .................................. 65 

１．「睦沢町まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」とは ........................................ 65 

２．計画期間 .......................................................................................... 65 

３．総合戦略と第２次総合計画後期基本計画との関係 ....................................... 65 

４．⻑期的な⽬標⼈⼝と総合戦略で⽬安とする想定⼈⼝ .................................... 66 

５．⽬指す将来像 ..................................................................................... 66 

６．総合戦略における基本的視点 ................................................................. 66 

第２章 政策分野別の基本⽬標と施策の⽅針 ...................................................... 68 

１．総合戦略における政策の体系 ................................................................. 68 

２．政策分野の⽬標と施策の⽅針 ................................................................. 70 

第３章 総合戦略の重点プロジェクト ............................................................... 95 

１．重点プロジェクトの設定 ...................................................................... 95 

２．重点プロジェクトの⽅針 ...................................................................... 95 

第４章 総合戦略の運⽤と改訂の考え⽅ ............................................................ 99 

１．施策効果の検証（ＰＤＣＡ） ................................................................. 99 

２．改訂の考え⽅ ................................................................................... 100 

 

 



睦沢町 まち・ひと・しごと創生 第２部 総合戦略 

 

65 

第
２
部 

総
合
戦
略 

 
 第１章 まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本的な考え方 

１．「睦沢町まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは 

国では、2014（平成 26）年 11 月 26 日に公布された「まち・ひと・しごと創生法」のも

と、同年 12 月に「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン・総合戦略」が示され、人口急

減・超高齢化という我が国が直面している大きな課題に対して、地方の各自治体がそれぞれ

の特徴を活かした自律的で持続的な社会を創生できるよう、政府一体となって取り組むこと

となりました。 

「睦沢町まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下「総合戦略」という。）は、まち・ひ

と・しごと創生法第 10 条に基づく市町村版の総合戦略であり、町の中長期的な人口の将来

展望を示す「睦沢町人口ビジョン」をもとに、町の今後５ヶ年の目標、施策の基本的方向性

や施策を提示するものです。 

 

２．計画期間 

総合戦略の計画期間は、2015（平成 27）年度から 2019（平成 31）年度までの５年間とし

ます。 

 

３．総合戦略と第２次総合計画後期基本計画との関係 

第２次総合計画後期基本計画（2013（平成 25）年度～2016（平成 28）年度）は、現在、

第３期実施計画（2015（平成 27）年度～2016（平成 28）年度）の時期にあたり、総合戦略

の計画期間である 2015（平成 27）年度～2019（平成 31）年度と重複することを踏まえ、

「国の総合戦略が掲げる４つの基本目標」と関連する実施計画の施策を取り込みつつ、これ

に新たな施策を盛り込んでいくことで、「睦沢町版の総合戦略」としていきます。 

なお、第２次総合計画の計画期間が終了する 2017（平成 29）年度から 2019（平成 31）年

度の３年間については、一旦、総合計画の策定を休止し、総合戦略を町行政の最上位計画と

して位置付けることとします。 

 

図 総合計画と総合戦略との関係 

年 度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 

第２次総合計画後期基本計画 
 

   

 

  

睦沢町まち・ひと・しごと 

創生 総合戦略 
  

 
    

  

計画期間（H25～H28） ※休止(総合戦略に統合) 

↓ 

計画期間（H27～H31） 
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 ４．長期的な目標人口と総合戦略で目安とする想定人口 

長期的な目標人口は、人口ビジョンの将来展望で示した※１2060（平成 72）年の約 4,500

人を基準に、その過程である 2020（平成 32）年の想定人口約 6,800 人の確保を目標に、施

策展開を図ります。 

 

※１：「第１部 人口ビジョン」P.56 参照 

 

５．目指す将来像 

 

住もうむつざわ 行こうむつざわ 

「新しいまちのかたち」がここにある 
 

睦沢町は、豊かな森林が広がる丘陵地と、瑞沢川、長楽寺川及び埴生川沿いに広がる平坦

地からなる、温暖で過ごしやすい自然条件に恵まれた土地であり、河川流域に広がる肥沃な

農地は、上総地域屈指の穀倉地帯となっています。 

この自然に恵まれた実り豊かな睦沢町を、将来にわたり活力あるまちとして守り続けてい

くためには、町で生まれ育った住民の方々はもちろんのこと、町外より多くの人に訪ねても

らい、その方々がまちに魅力を感じ、住んでみたい・住み続けたいと思えるまちをつくるこ

とが必要です。 

そこで総合戦略では、目指すべき将来像を『住もうむつざわ 行こうむつざわ「新しいま

ちのかたち」がここにある』と定め、地域の特性を活かした各種の取り組みや、睦沢町なら

ではの新たな取り組みを展開していくことで、誰もが安心して「健幸※２」に暮らし続ける

ことのできる地域社会の構築を目指すとともに、多くの人が訪れたい、住んでみたい、働い

てみたい、そして暮らし続けていきたいと思えるまちの実現を目指します。 

 

※２：町民が健康で幸せに生活することのできる状態をいう。（「睦沢町健幸のまちづくり基本条例」より） 

 

６．総合戦略における基本的視点 

（１）人口減少社会への対応 

日本の総人口は、2008（平成 20）年前後をピークとして減少に転じるとともに、人口減

少社会に突入しました。本町では「睦沢町人口ビジョン」でも示しているように、全国に先

行し、1995（平成７）年の 8,250 人をピークに人口減少に転じており、2010（平成 22）年

には 7,340 人まで減少しています。また、国立社会保障人口問題研究所（以下「社人研」と

いう。）の推計では、本町の人口は、2040（平成 52）年に約 4,300 人弱まで落ち込むものと

予測されています。 

しかし、その一方で本町では、国の方針に先んじて、既に人口減少問題について積極的に
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取り組んでおり、その結果として 2010（平成 22）年以降の人口推移をみると、各年の実績

値とも社人研の推計値を上回る結果となっています。2015（平成 27）年７月には 7,107 人

（「千葉県毎月常住人口調査」調）と、同年の社人研推計値である 6,837 人を約 300 人上回

っており、近年の定住促進事業や子育て支援に係る各種取り組みの効果と考えられ、人口減

少に一定の歯止めがかかっている状況にあるといえます。 

このように、本町では大幅な人口減少に一定の歯止めはかかっているものの、依然、少子

化や若者世代の流出などの懸念要素は解消されていないことから、人口減少は今後も進むも

のと予測されます。このため本町では、将来にわたり持続可能な社会を維持していくため、

一刻も早く、人口減少の克服に向けて、より多様な取り組みを展開していくことが必要とな

っています。 

 

（２）まち・ひと・しごとの創生 

人口減少を克服し将来にわたり持続可能な社会を維持していくためには、人々が安心して

生活を営み、子どもを産み育てられる社会環境をつくり出すことにより、活力にあふれた地

域を創出することが急務の課題です。 

このため、町では、「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循環

を確立することで、町への新たな人の流れを生み出すととともに、その好循環を支える「ま

ち」に活力を取り戻すことが必要となります。 

これらを踏まえ、総合戦略においては、次の視点に基づき、まち・ひと・しごとの創生に

取り組んでいくこととします。 

 

①しごとの創生 

６次産業を含む新たな産業の創出や、商工業の振興、「道の駅」の拡充整備に伴う雇用

の創出、農業の再生支援などにより、若い世代が安心して働き続けることのできる就労環

境を実現します。 

 

②ひとの創生 

定住促進住宅の整備や各種の移住・定住に関する支援、交流人口の拡大に向けた取り組

みなどを展開することで、町への新しい人の流れをつくります。 

また、若い世代が安心して結婚・出産・子育てができるよう、切れ目のない支援を実現

します。 

 

③まちの創生 

時代にあったコンパクトで利便性の高いまちづくり、地産地消エネルギーや再生エネル

ギー導入による安全・安心なエネルギーの供給とエネルギーコストの削減、自然災害への

対策、健康寿命の延伸などの取り組みにより、「健幸」で安心して暮らし続けることので

きるまちを実現します。 
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 第２章 政策分野別の基本目標と施策の方針 

１．総合戦略における政策の体系 

国が策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」における「政策の基本目標」を踏まえ、

「睦沢町まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、以下の４つの政策分野を定めます。 

４つの政策分野については、「基本目標」として５年後の 2019（平成 31）年に実現すべき

成果に係る「数値目標」と、講ずべき施策の「基本的方向」を示します。 

また、「基本目標」については、それぞれ「主要施策」を定め、「個別の施策」への展開を

示すとともに、施策の効果を客観的に検証するための「重要業績評価指標（ＫＰＩ：Key 

Performance Indicators）」を設定します。「基本目標」及び「重要業績評価指標（ＫＰＩ）」

の設定にあたっては、行政活動そのものの結果（アウトプット）ではなく、その結果として

住民のもたらされた便益（アウトカム）に関する数値であることを原則とします。 

 

 

表：国の総合戦略における「基本目標」と睦沢町総合戦略の「政策分野」との関係 

    ■国総合戦略の「基本⽬標」      ■睦沢町総合戦略の「政策分野」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．睦沢で暮らし続けることので

きる安定した雇用を創出する 

２．睦沢への新しいひとの流れを

つくる 

３．若い世代の結婚・出産・子育

ての希望をかなえる 

４．時代に合った地域をつくり、

安心な暮らしを守るとともに、

地域と地域を連携する 

＜基本目標①＞ 

地方における安定した雇用を創

出する 

＜基本目標②＞ 

地方への新しいひとの流れをつ

くる 

＜基本目標③＞ 

若い世代の結婚・出産・子育て

の希望をかなえる 

＜基本目標④＞ 

時代に合った地域をつくり、安

心な暮らしを守るとともに、地

域と地域を連携する 
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表：睦沢町総合戦略における政策の体系一覧 

   ＜政策分野＞               ＜主要施策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．睦沢で暮らし続け

ることのできる安定

した雇用を創出する 

①次世代につなぐ活力ある農業の再生と活性化 

②地域特性を活かした新たな産業・雇用の創出 

③農業と「道の駅」の連携による持続可能な生産・販

売体制づくり 

２．睦沢への新しい 

 ひとの流れをつくる 

①若い世代が暮らしたい・暮らし続けられる居住環境

の創出 

②スポーツ・レクリエーションや豊かな自然を活かし

た観光・交流人口の拡大 

３．若い世代の結婚・

出産・子育ての希望

をかなえる 

①安心して出産・育児ができる環境づくり 

②仕事と子育てが両立できる環境づくり 

４．時代に合った地域

をつくり、安心な暮

らしを守るととも

に、地域と地域を連

携する 

②少子化に対応した学校教育の適正・活性化と生涯学

習の充実 

①小さな拠点形成「コンパクトビレッジ・プラス・ネ

ットワーク」の構築 

③誰もが健康で幸せに暮らし続けることのできる「健

幸」まちづくりの推進 

④安全・安心な暮らしを守る持続可能なまちづくりの

推進 
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 ２．政策分野の目標と施策の方針 

政策分野１ 睦沢で暮らし続けることのできる安定した雇用を創出する 

 

（１）基本目標〔2019（平成 31）年度〕 

指 標 基 準 値 目 標 値 

６次産業就業者数 ６人（H.26） ３０人 

農業従事世帯数 929 世帯（H.26） 950 世帯 

 

（２）基本的方向 

「しごと」は、「ひと」の暮らしを支える上で最も基本的かつ必要不可欠な要素であり、

町の活力と持続的な発展を維持する根幹となります。 

本町の年齢区分別の産業大分類別就業人口をみると、2010（平成 22）年時点における 65

歳以上の就業人口割合は、第１次産業が 56.9％、第２次産業が 5.7％、第３次産業が 8.8％

となっており、農業などの第１次産業において、圧倒的に高齢化が進んでいます（「国勢調

査」調）。 

総合戦略では、こうした町の状況を踏まえ、本町の主要産業の 1 つである農業を重点に、

就業者の若返りや魅力拡大など農業振興に係る各種取り組みをはじめ、６次産業等への展開

も視野に入れた新たな産業の創出や、重点道の駅に指定され拡充整備が予定されている「む

つざわスマートウェルネスタウン」を拠点とした農作物・地場産品等の生産・販売体制の構

築・拡充を図るとともに、併せて第１次、第２次、第３次産業の振興・支援を充実すること

で、将来にわたり暮らし続けることのできる安定した就労環境の創出を目指します。 
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（３）施策の方針 

＜主要施策①＞ 次世代につなぐ活力ある農業の再生と活性化 

本町の主要産業である農業を継続的に発展させていくため、地域の農産物などを利用した

商品の開発をはじめ、有機肥料やバイオマスエネルギーを利用した安全・安心で環境にやさ

しい農業に取り組むことで、睦沢の農業のイメージアップとブランド化を推進し、生産の拡

大を図ります。 

また、新規就農者の育成や、集落ぐるみで楽しみながら農業が栄える営農環境（“集楽栄

農”）の構築を支援していくことで、農業の振興を図り次世代へ引き継いでいきます。 

 

指 標 基 準 値 重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

集落営農組合数（累計） 

（任意組合を含む） 
３組織 ６組織 

 

 ■個別の施策展開 

１－①－Ａ．農業生産者への技術・助言・指導によるむつざわ産品の販売拡大 

施策の内容 

○ 生産者への支援として、県改良普及課等との連携を強化し、意欲のある

生産者への技術指導等の助言を行います。 

○ 市場性の高い地場産品の開発や販路開拓に向けた事業等を包括的にプロ

デュースする役割を果たす者（プロデューサー）を積極的に活用し、地域

産業の振興を図ります。新規 

○ 町ふるさと推進協議会が主体となり、農産物等を活用した女性をターゲ

ットとする商品や、付加価値を付けた農産物の商品開発を行います。新規 

○ 農産物の販売拡大を図るため、商品バイヤーや販売アドバイザーと生産

者が交流する機会を増やし、消費者ニーズを反映させた商品開発を行いま

す。 

○ ふるさと納税の返礼品を充実させ、返礼品を通して睦沢町及び睦沢ブラ

ンドを全国にＰＲします。 

＜具体的な事業等＞ 

・地場産品を活用した商品開発等支援事業 

・ふるさと納税事務 

・千葉県地域ブランド化推進事業 
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１－①－Ｂ．環境にやさしい農業の推進 

施策の内容 

○ 木質バイオマス等の再生可能エネルギーを活用することで、施設園芸農

家等が燃料費高騰などによる影響を受けにくい経営構造への転換を促進

し、所得安定や自然環境への負荷低減を図ります。 

  また、自然環境への負荷低減を有効なＰＲ材料とし、生産者及び町のイ

メージアップに繋げます。新規 

○ かずさ有機センターを核とした「良質な堆肥」による土づくりを推進

し、「睦沢ブランド」を確立することにより、付加価値と高収益農業の実

現を目指します。 

  また、「ちばエコ農産物」の認証を取得し、安全・安心な農作物の生産

を支援します。 

＜具体的な事業等＞ 

・木質バイオマスボイラー導入支援事業 

・かずさ有機センター運営事業 

 

１－①－Ｃ．集落営農による健幸で生きがいのある営農活動の推進 

施策の内容 

○ 集落ぐるみで楽しみながら農業が栄える“集楽栄農”を目指し、豊かで

美しい農村環境を荒らすことなく次世代へ引き継ぐとともに、“健幸”で

生きがいのある営農活動を推進するため、集落営農の組織化とその取り組

みを支援します。 

○ 農業経営の規模拡大及び農地の集団化等に必要な支援を行います。 

○ 農地を有効活用するため、農地中間管理機構制度を活用し、農地の集団

化に向けた支援を行います。 

○ 地域の実情に合わせた農産物等を選定し、作付けすることにより、遊休

農地の利用促進を図ります。 

＜具体的な事業等＞ 

・睦沢町農業活性化推進事業 
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１－①－Ｄ．里山の再生、遊休農地の発生抑制による農村環境の保全 

施策の内容 

○ 自然溢れる豊かな田園風景の保全を図るため、農業者と地域住民が協力

し、「地域ぐるみで取り組む農村環境の保全に関する計画」の策定を行い、

「その取り組みを推進するための活動」を支援することで、遊休農地の発

生を抑制します。 

○ 国及び県などの補助事業等を活用し、山林の下刈り・枝打ち・間伐など

を行うとともに、景観に配慮した植樹を行い里山の原風景を復活させ、観

光等による交流人口の拡大を図ります。 

＜具体的な事業等＞ 

・多面的機能支払交付金事業 

・森林・山林多面的機能発揮対策交付金事業 

・耕作放棄地再生利用緊急対策交付金事業 

 

１－①－Ｅ．有害鳥獣対策への支援 

施策の内容 

○ 人的被害や農作物に被害を及ぼす有害鳥獣の捕獲と被害防止のため、防

護柵などの設備を設置し、安全で安心できる生活環境と営農環境の整備を

行います。 

  また、わな猟免許を新たに取得する人に対し、支援を行います。 

＜具体的な事業等＞ 

・睦沢町有害鳥獣対策協議会事業 

・狩猟免許取得促進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



第２部 総合戦略 睦沢町 まち・ひと・しごと創生 

 

74 

第
２
部 

総
合
戦
略 

 
 

＜主要施策②＞ 地域特性を活かした新たな産業・雇用の創出 

民間の力を活用することで、地域特性を活かした、地域の振興及び発展に資する新たな産

業と雇用の場の創出を図るとともに、町内の企業等への利子補給や町ホームページへの企業

情報の掲載などの支援を進めることで、産業の振興を図ります。 

 

指 標 基 準 値 重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

新規事業所数（累計） － ３件 

 

 ■個別の施策展開 

１－②－Ａ．民間提案による公有地の有効活用と新たな雇用の創出 

施策の内容 

○ 町有地の有効利用を図るため、民間の活力を活用し、「睦沢町らしさに

配慮した町民に親しまれる事業」「広域観光の拠点となる事業」「環境に配

慮した事業」「人にやさしい事業」に考慮した、事業計画、土地利用、施

設整備及び管理運営を、町の発展に寄与する事業として募集します。 

＜具体的な事業等＞ 

・公有地の有効活用事業 

 

１－②－Ｂ．資金借入利子補給による中小企業等の支援 

施策の内容 

○ 町内に店舗、事業所、営業所等を有する法人、中小企業・小規模事業者

及び個人に対し、睦沢町商工近代化資金利子補給制度を活用し、借入資金

の利子補給を行うことで、中小企業等の設備投資や経営安定を図ります。 

＜具体的な事業等＞ 

・睦沢町商工業近代化資金利子補給事業 

 

１－②－Ｃ．地元事業者との協働・連携による産業振興 

施策の内容 

○ 地域経済の活性化と雇用機会の拡大を目指すため、町ホームページに事

業者等の情報を掲載するなど、地元事業者と協働・連携を図り、事業者Ｐ

Ｒ等のきめ細やかな支援を行います。新規 

○ また、求人情報なども併せて町ホームページに掲載することで、町内事

業者の雇用の開拓及び、近隣市町村における就業先斡旋の仕組みを構築す

るとともに、女性の就業や再就職の促進を図ります。新規 

＜具体の事業等＞ 

・町ホームページへの事業者等の情報掲載 
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＜主要施策③＞ 農業と「道の駅」の連携による持続可能な生産・販売体制づくり 

現在計画されている上之郷交差点周辺の開発整備を踏まえ、新たな「道の駅」における農

産物販売の拡充、コージェネレーションシステムによるエネルギー供給を活用した設備型農

業の検討、地場産品加工施設での新たな雇用創出など、各種の取り組みを「道の駅」を拠点

に展開することで、農業をはじめとした地域産業の継続的な発展と振興を図ります。 

 

指 標 基 準 値 重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

「道の駅」における雇用者総数

（常勤・非常勤合計） 
10 人（H.26） 30 人 

農産物直売所の年間売上額 1.3 億円（H.26） 2.0 億円 

農産物直売所出荷者数 180 人（H.26） 250 人 

 

 ■個別の施策展開 

１－③－Ａ．「道の駅」拡充を踏まえた農業生産者との協議・検討 

施策の内容 

○ 「道の駅」の拡充整備を視野に入れ、生産の維持・拡充、新たな生産品

目の検討などについて、専門家を交え生産者との協議や指導などを行いま

す。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・農業と道の駅の連携による持続可能な生産・販売体制づくり事業 

 

１－③－Ｂ．コージェネレーションシステムを活用した新たな設備型農業の検討 

施策の内容 

○ 「道の駅」に供給できる農作物の品目と生産量の拡大を図るため、天然

ガスを利用したコージェネレーションシステムによる温熱・温水・電気等

のエネルギー供給を活用した温室や水耕栽培などの設備型農業の検討を行

います。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・地産地消再生可能エネルギー面的利用等推進事業 

 

１－③－Ｃ．新規就農者の育成 

施策の内容 

○ 「道の駅」の拡充整備と一体で実施する住宅開発を視野に入れ、新規の

就農希望者などを対象に、農業経験の無い方が一から農業に携われるよう

な支援方策を検討します。また、町内の農家出身者が定年後に農業を始め

られる支援についても併せて検討します。新規 

＜具体の事業等＞ 

・農業と道の駅の連携による持続可能な生産・販売体制づくり事業（再掲） 

 

  



第２部 総合戦略 睦沢町 まち・ひと・しごと創生 

 

76 

第
２
部 

総
合
戦
略 

 
 

 

１－③－Ｄ．高齢農業従事者への支援 

施策の内容 

○ 農業従事者の高齢化対応として、「道の駅」への農作物搬入が困難な方

に対して巡回による納品代行などの方策を検討します。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・農業と道の駅の連携による持続可能な生産・販売体制づくり事業（再掲） 

 

１－③－Ｅ．地場産品を活用した加工品の開発及び生産・販売の推進 

施策の内容 

○ 新設「道の駅」に設置が予定されている地場産品加工施設では、地域力

を高めていく観点から、地元住民を主体にして、地場産品を活用した加工

品の開発及び生産・販売を一体的に行います。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・地場産品を活用した商品開発等支援事業（再掲） 
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政策分野２ 睦沢への新しいひとの流れをつくる 

 

（１）基本目標〔2019（平成 31）年度〕 

指 標 基 準 値 目 標 値 

５年間の人口社会増減数 
-36 人※１ 

（H.22～H.26 の累計） 

±０人 

（H.27～H31 の累計） 

「道の駅」年間来訪者数 15 万人（H.26） 25 万人 

※１：指標【５年間の人口社会増減数】の基準値は、千葉県毎月常住人口調査（各年１月１日時点）より把握。 

 

（２）基本的方向 

本町の人口は 1970（昭和 45）年以降、増加基調にありましたが、1995（平成７）年の

8,250 人をピークに減少に転じ、2010（平成 22）年は 7,340 人とこの 15 年間で約 11％減少

しています。また人口減少と相まって、町の高齢化は着実に進行しており、1995（平成７）

年に 20.3％であった 65 歳以上の人口割合は、2010（平成 22）年では 31.8％と 11.5 ポイン

ト高くなっています（「国勢調査」調）。 

一方で、近年の人口動向をみると、若者定住促進事業による新規居住人口の増加などを背

景に 2013（平成 25）年は社会増に転じており、2015（平成 27）年７月の人口は 7,107 人と

（「千葉県毎月常住人口調査」調）、国立社会保障・人口問題研究所による 2015（平成 27）

年の推計値である 6,837 人を 270 人上回っています。 

総合戦略では、これらを踏まえ、睦沢町への新たな「ひと」の流れをつくるため、特に若

い子育て世代をターゲットに移住・定住に関する各種の取り組みを展開していくとともに、

総合運動公園を中心とする町内のスポーツ・レクリエーション施設などを活用した「スポー

ツツーリズム」の取り組みや、地域との協働による里山の再整備など、地域特性を活かした

様々な観光の取り組みを展開していくことで交流人口の拡大を図り、睦沢町の認知度を高め

ていきます。 
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（３）施策の方針 

＜主要施策①＞ 若い世代が暮らしたい・暮らし続けられる居住環境の創出 

町の豊かな自然を身近に感じながら暮らせる新たな居住空間の提供や、空き家の活用を通

じて、自然の中での暮らしを希望する移住者を広く受け入れていくとともに、地域コミュニ

ティとの連携の仕組みを構築することで、地域に溶け込みやすい（なじみやすい）環境をつ

くります。 

また、特に若年世代に対しては、移住に関する経済的な支援や優遇策を講じることで、移

住に対する障壁を低くします。 

 

指 標 基 準 値 重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

町内への転入者数 1,093 人（H.22～H.26） 1,100 人（H.27～H.31） 

 

 ■個別の施策展開 

２－①－Ａ．「道の駅」拡充と併せた、定住促進住宅の一体的な整備 

施策の内容 

○ 「道の駅」の拡充整備と併せて、定住促進住宅（スマートウェルネス住

宅）を官民連携で一体的に整備します。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・スマートウェルネス拠点整備事業（再掲） 

 

２－①－Ｂ．移住に関する情報提供・交流の推進 

施策の内容 

○ 「道の駅」における定住促進住宅の整備に併せて、「定住促進センタ

ー」を新たに設置します。 

  「定住促進センター」では、周辺地域や近郊都市部などの住民に、睦沢

町及び町の移住支援に関する取り組みの周知を図るため、国が設置した

「移住・交流情報ガーデン」を活用した説明会の実施や、町内見学ツア

ー、空き家等を活用した「お試し居住」、居住した場合の要望把握などを

行い、移住の可能性がある人の掘り起こしを行います。新規 

○ 一定期間を経て移住希望者が集まった場合は、懇談会などの場を設置

し、希望する暮らし方や必要な支援、住民同士で支援しあえることなどに

ついての話し合いを行います。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・スマートウェルネス拠点整備事業（再掲） 
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２－①－Ｃ．子育て世帯の入居を想定した住宅地の分譲 

施策の内容 

○ 若者世代の移住・定住を促進するため、子育て世帯の入居を想定した住

宅地の分譲を行います。 

＜具体的な事業等＞ 

・分譲地取得補助 

 

２－①－Ｄ．若者世代を対象とした移住・定住に関する支援 

施策の内容 

○ 若者世代を中心に、移住・定住に関する助成を実施することで、初期投

資に係る負担の軽減を図り、移住・定住を促進します。 

＜具体的な事業等＞ 

・住宅取得補助 

 

２－①－Ｅ．空き家利活用の促進 

施策の内容 

○ 町内に点在する空き家等の状況把握に向けた検討を行うとともに、これ

らの利活用を推進します。 

＜具体的な事業等＞ 

・空き家バンク制度 
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＜主要施策②＞ スポーツ・レクリエーションや豊かな自然を活かした観光・交流人

口の拡大 

総合運動公園を中心にスポーツツーリズムの拠点化を図るとともに、農業体験や歴史民俗

資料館を活用した歴史民俗体験など、他分野との連携による魅力的なメニューづくりに取り

組むことで、交流人口の拡大を図ります。 

また、「ふるさとの森」や「やすらぎの森」などの里山再整備にあたっては、地元住民の

みならず他地域の人々を交えた活動を展開することで、地域の資源を活かした新たな交流機

会を創出するとともに、あわせて地域経済の活性化を図ります。 

 

指 標 基 準 値 重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

スポーツツーリズム等 

による年間来訪者数※１ 
149 人（H.26） 400 人 

※１：指標【スポーツツーリズム等による年間来訪者数】は、「年間ツアー参加者数」及び「やすらぎの森キャ

ンプ場年間利用者数」の合計とする。 

 

 ■個別の施策展開 

２－②－Ａ．スポーツツーリズムを中心とした観光拠点の形成 

施策の内容 

○ 総合運動公園（多目的広場、野球場、体育館、プール、テニス場、武道

場等）を活用し、町外者を対象としたスポーツツーリズム等の拠点化を図

ります。新規 

○ また、スポーツを中心に農業体験、歴史民俗体験（歴史民俗資料館等）

などを組み合わせた魅力的なメニューづくりに取り組み、町民との交流を

図ることで、地域経済の活性化にも繋げていきます。新規 

○ 実施にあたっては、専門性の高い大学の協力を得て、有効性の高いプロ

グラムの開発に努めるほか、インストラクターの派遣や養成にも協力を求

めるとともに、宿泊や飲食等に関しては民間の参加も求めていきます。 

 新規 

○ スポーツツーリズムの拠点化においては、同じ目的を持つ周辺自治体と

の協力体制を確立し、お互いの機能を補完し合える仕組みづくりを行いま

す。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・公民連携スポーツツーリズム事業 
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２－②－Ｂ．「ふるさとの森」「やすらぎの森」里山再生活動の推進 

施策の内容 

○ 経年劣化等により施設利用者が減少している「ふるさとの森」及び「や

すらぎの森」の２箇所の里山について再整備を行い、美しい自然の中での

ウォーキングの推進を図ると共に、キャンプ場の利用等による交流人口の

増加、地域経済の活性化、“健幸寿命”の延伸を実現します。 

  再整備にあたっては、現在、維持管理を行っている団体と連携し、新た

に「むつざわ里山サポートクラブ」を設立し再生活動を行い、地元住民と

他地域の人々との交流を図りながら活動します。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・寺崎やすらぎの森観光地魅力アップ事業 

・むつざわ里山サポートクラブ事業 

 

２－②－Ｃ．住民によるコミュニティ活動・町ＰＲ活動の推進 

施策の内容 

○ 住民や地域団体等が主体的に企画・実施する地域づくり活動やコミュニ

ティの活性化、町のＰＲ活動などを支援します。 

○ 本町出身者をはじめ、町をＰＲする意欲のある方や、地域づくり活動の

担い手になる方を「むつざわふるさと応援隊」に任命し、地域コミュニテ

ィの活性化に資するための支援を行います。新規 

○ 各種コミュニティ活動等による交流の場を活かし、結婚に繋がる出会い

を創出します。 

＜具体的な事業等＞ 

・地域活性化住民提案事業 

・むつざわふるさと応援隊制度 
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政策分野３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 

（１）基本目標〔2019（平成 31）年度〕 

指 標 基 準 値 目 標 値 

年少人口率 9.5％（H.22） 9.8％※１ 

合計特殊出生率※２ 1.24（H.20～H.24） 1.42 

子育て環境の満足度※３ 63.0％（H.26） 70.0％ 

※１：指標【年少人口率】の目標値は、「第１部 人口ビジョン」の「数値の目標」（P.55 参照）で設定した目

標値（合計特殊出生率、純移動率）をもとに算定。 

※２：「合計特殊出生率」とは、一人の女性が一生に産む子供の平均数をいう。 

※３：指標【子育て環境の満足度】は、「子ども・子育て支援事業計画」のアンケート調査結果より把握。 

 

（２）基本的方向 

本町の出生数をみると、1983（昭和 58）年～1987（昭和 62）年の 375 人から、2008（平

成 20）年～2012（平成 24）年では 179 人となっており、この 25 年間で出生数は半減してい

ます。また合計特殊出生率についても、1983（昭和 58）年～1987（昭和 62）年の 1.83 から、

2008（平成 20）年～2012（平成 24）年では 1.24 に低下しています。 

一方で、町内在住の 15 歳から 49 歳までの方を対象に行ったアンケート調査（2015（平成

27）年実施）をみると、「理想とする子どもの人数」の設問では、「子どもはいらない」及び

「１人」の回答がそれぞれ約７％であったのに対し、「２人」の回答は 56％、「３人」は

24％となっており、「４人」及び「５人以上」の回答を含めると、８割を超える方が、２人

以上の子どもがいることを理想としていることが分かりました。 

総合戦略では、こうした町民の理想と現実とのギャップを踏まえ、妊娠から出産・子育て

までを一貫してサポートしていくことで、安心して出産・育児ができる環境をつくるととも

に、認定こども園や放課後児童クラブなどの支援を充実し、仕事と子育てが両立できる環境

を構築することで、若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえられるまちを目指します。 
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（３）施策の方針 

＜主要施策①＞ 安心して出産・育児ができる環境づくり 

妊婦・乳幼児の健診やアドバイス・情報提供などの母子サポートの充実を始め、不妊治療

への助成、子育て家庭を中心とした様々な経済的支援など、妊娠から出産、そしてその後の

子育てまでを一貫してサポートしていくことで、安心して出産・子育てができる環境をつく

ります。 

 

指 標 基 準 値 重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

出生数 174 人（H.22～H.26）※１ 208 人（H.27～H.31）※２ 

※１：指標【出生数】の基準値は、「第１部 人口ビジョン」の「出生・死亡、転入・転出の推移」（P.4 参照）

における 2010（平成 22）年～2014（平成 26）年の積み上げ実績値。 

※２：指標【出生数】のＫＰＩは、「第１部 人口ビジョン」の「数値の目標」（P.55 参照）で設定した 2020

（平成 32）年目標値の０～４歳人口を、2015（平成 27）年～2019（平成 31）年までの概ねの出生数とみ

なす。 

 

 ■個別の施策展開 

３－①－Ａ．妊婦・乳幼児健診、相談、母子サポートの充実 

施策の内容 

○ 妊婦、乳幼児の健康診査の推進と安心して子育てができるようなアドバ

イスや情報提供を行います。 

＜具体的な事業等＞ 

・１歳６か月、３歳児健康診査事業 

・妊婦乳児一般健康診査事業 

・母子保健相談指導事業 

・乳児全戸訪問事業 

 

３－①－Ｂ．不妊治療に要する費用の一部助成 

施策の内容 

○ 不妊治療を行っている夫婦の経済的負担の軽減を図り、不妊に悩む夫婦

に費用の助成を行います。 

＜具体的な事業等＞ 

・不妊治療費助成 
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３－①－Ｃ．子育て家庭に対する経済的支援 

施策の内容 

○ 子どもの医療費、病中病後時の保育費用等子育て世帯の経済的負担の緩

和及び保護者の子育てと就労の両立を支援します。 

○ ０歳児、１歳児の子どもがいる家庭に紙おむつ廃棄用のごみ袋を配布

し、育児に係る経済的負担を軽減します。 

○ ２歳未満の子どもがいる家庭を対象に、育児用品と交換可能な金券を配

布し、育児に係る経済的負担を軽減します。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・子ども医療対策事業 

・未熟児養育医療事務 

・病児病後児保育助成事業 

・児童手当支給事業 

・国保出産育児一時金 

・乳幼児家庭支援事業 

 

３－①－Ｄ．ひとり親家庭等への支援 

施策の内容 

○ ひとり親家庭における親の自立を手助けするため、医療費助成事業や児

童入学祝金の支給など経済的な支援を推進します。 

＜具体的な事業等＞ 

・ひとり親家庭等児童入学祝金事業 

・ひとり親家庭等医療費給付事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



睦沢町 まち・ひと・しごと創生 第２部 総合戦略 

 

85 

第
２
部 

総
合
戦
略 

 
 

＜主要施策②＞ 仕事と子育てが両立できる環境づくり 

認定こども園を地域の子育て支援の拠点施設として位置付け、各種サービス機能の充実を

図るとともに、子どもの就学後は、放課後児童クラブにより児童の居場所づくりを行うなど、

仕事と子育てが両立できるよう、子育てを地域全体でサポートする環境を確立します。 

 

指 標 基 準 値 重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

認定こども園 

年間待機児童数 
０人（H.26） ０人 

放課後児童クラブ 

年間利用待機児童数 
０人（H.26） ０人 

 

 ■個別の施策展開 

３－②－Ａ．認定こども園におけるサービス機能の充実 

施策の内容 

○ 時間外保育、一時預かり等の充実について重点的に推進するとともに、

子育て支援拠点施設として、情報周知や育児講座の開催や子育て相談の充

実に努めます。 

○ きめ細かい指導や対応ができるような体制を整えます。 

○ 週１回の英語教育を実施します。 

＜具体的な事業等＞ 

・時間外保育事業 

・一時預り事業 

・子育て支援室利用事業 

 

３－②－Ｂ．放課後児童クラブによる子どもたちの居場所づくり 

施策の内容 

○ 放課後児童クラブの運営により、子どもたちの安全で健やかな居場所づ

くりを提供します。 

＜具体的な事業等＞ 

・放課後児童健全育成事業 

・虐待防止等対策ネットワーク 
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政策分野４ 
時代に合った地域をつくり、 

安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する 

 

（１）基本目標〔2019（平成 31）年度〕 

指 標 基 準 値 目 標 値 

国民健康保険医療費 

１人あたり平均伸び率 

＋14％ 

（H.22→H.26） 

＋７％ 

（H.27→H.31） 

地産地消エネルギーの利用

による公共施設の電気代 

削減率 

－ 
－５％ 

（H.27→H.31） 

学校が楽しいと思う児童・

生徒の割合※１ 

児童：85％（H.26） 

生徒：83％（H.26） 

児童：90％ 

生徒：90％ 
※１：指標【学校が楽しいと思う児童・生徒の割合】は、学力状況調査より把握。 

 

（２）基本的方向 

国全体で人口減少、高齢化が進む中、睦沢町ではこれに先んじて人口減少が進んでいるこ

とから、まちづくりにおいても持続的な発展に向けた社会構造の転換・再構築が求められて

います。 

総合戦略では、時代に合った地域づくりとして、上市場地区の地域再生･活性化、総合運

動公園を拠点としたスポーツツーリズム、スマートウェルネスタウンの拠点整備などによる

「コンパクトビレッジ・プラス・ネットワーク」の構築及び地域間連携をはじめ、少子化に

対応した学校教育の適正・活性化、地産地消エネルギーや再生可能エネルギーを活用したエ

ネルギーコストの削減などに取り組むことで、将来にわたり持続可能なまちを目指します。 

また、高齢になっても健康で幸せに暮らせるよう、健幸ウォーク事業による「１日 9,000

歩以上」歩くまちづくりを推進し、各種先進予防事業により町民の健康寿命の延伸を図ると

ともに、自然災害への対策に取り組むことで、安心して暮らし続けられるまちを目指します。 
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（３）施策の方針 

＜主要施策①＞ 小さな拠点形成「コンパクトビレッジ・プラス・ネットワーク」の

構築 

住民との協働まちづくりによる上市場地区の地域再生・活性化や、官民連携によるむつざ

わスマートウェルネスタウンの拠点整備により、都市機能が集約された利便性の高いコンパ

クトなまちづくりを進めます。また、公共交通（路線バス）の利便性を向上させることで、

子どもからお年寄りまで移動に不便の少ない暮らしができるネットワークの構築を図ります。 

 

指 標 基 準 値 重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

「道の駅」健康支援施設の

健康増進プログラムへの年

間参加者数〔新規〕 

－ 240 人 

路線バス年間利用者数 19,932 人(H.26) 22,000 人 

 

 ■個別の施策展開 

４－①－Ａ．上市場地区の地域再生・活性化 

施策の内容 

○ 旧来からの市街地である上市場周辺において、県道 85 号の拡幅・歩道

設置に併せて、住民参加による地域の魅力向上のための各種取り組みを展

開します。新規 

○ 「上市場の魅力づくりプロジェクト」として、住民主体のワークショッ

プを実施し、地域住民が上市場の活性化に対し能動的に関わる意識を醸成

するとともに、ワークショップを通じて提案されたアイデアについて社会

実験の実施と継続性の検討等を行います。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・上市場の魅力づくりプロジェクト事業 
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４－①－Ｂ．むつざわスマートウェルネスタウンの整備 

施策の内容 

○ コンパクトビレッジ・プラス・ネットワークの中核拠点として、道の駅

「つどいの郷むつざわ」を移転・拡充し、ＰＦＩ手法による官民連携のも

と、休憩機能、農産物直売所等の地域振興機能、健康関連機能と居住機能

などが複合する高機能拠点であるスマートウェルネスタウンの整備を推進

し、町内外のあらゆる世代の人々が集い・交流できる機会を創出します。 

 新規 

○ 拠点整備にあたっては、従来の道の駅にある基本機能に加え、健康に必

要な４要素「食」「憩」「運動」「参加」を取り入れた施設整備を行うとと

もに、住民が利便性と健康支援を享受できる住宅（スマートウェルネス住

宅）の整備を一体的に行います。新規 

○ 整備予定の住宅では、子育て世代の住宅を中心に、一部、高齢者向けの

住宅を整備するとともに、子どもから高齢者までの多世代によるコミュニ

ティ形成により「高齢者が生きがいを持って健康に暮らす」、「子どもを地

域住民が協力して見守る」など、多世代型のＣＣＲＣ※１ともいえる新たな

居住モデルを構築するため、多世代の交流プログラムや健康増進プログラ

ム等の検討及び試行実施などを行います。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・スマートウェルネス拠点整備事業（再掲） 

※１：「ＣＣＲＣ」とは、Continuing Care Retirement Community（継続介護付きリタイアメント・コミュニテ

ィ）の略で、高齢者が自立して生活できるうちに入居して、社会活動に参加し、介護が必要になった場合

も医療を受けながら暮らし続ける仕組みのこと。 

 

４－①－Ｃ．公共交通の利用促進 

施策の内容 

○ 自家用車を運転しない人でも、徒歩と公共交通で便利に移動できるよ

う、運賃助成などにより路線バスの利便性の向上を図ることで、自動車に

依存しない社会の構築を目指します。 

＜具体的な事業等＞ 

・路線バス運行維持事業 

・路線バス利用促進事業 
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＜主要施策②＞ 少子化に対応した学校教育の適正・活性化と生涯学習の充実 

今後予想される少子化の更なる進展を見据え、小・中学校の適正な規模及び配置について

検討するとともに、小規模校の活性化を含め、睦沢町ならではの地域特性を活かした魅力あ

るカリキュラムの充実を図ります。また地域・学校・家庭の連携のもと、地域学習や体験活

動等の取り組みを進めることで、地域に愛着・誇りを持てる人材の育成に努めます。 

 

指 標 基 準 値 重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

中学３年生の英語検定４級

以上を取得する割合 
15％（H.26） 50％ 

家庭での学習が１時間以上

の小学６年生の割合※１ 
59％（H.26） 70％ 

※１：指標【家庭での学習が１時間以上の小学６年生の児童割合】は、学力状況調査より把握。 

 

 ■個別の施策展開 

４－②－Ａ．学校規模の適正化と適正配置の検討 

施策の内容 

○ 「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き～少子化

に対応した活力ある学校づくりに向けて～」（2015（平成 27）年１月 27

日：文部科学省）を運用し、本町における今後の公立学校の在り方につい

て検討を行います。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・学校規模適正化・適正配置検討事業 

 

４－②－Ｂ．地域を担う人材の育成と魅力ある教育プログラムの充実 

施策の内容 

○ 地域の伝統芸能や歴史を伝承する教育を行うとともに、地域と連携した

体験学習（稲作体験、キャンプ等）を実施し、地域に愛着・誇りを持てる

人材を育成します。新規 

○ 国際化する現代社会においては外国語が重要であることから、学校段階

に応じたカリキュラムを大学と連携して作成するとともに、英語の指導者

の配置、英語検定の支援を行います。新規 

○ 学校・家庭・地域による連携のもと、「人間力」を育み、基本的な生活

習慣を身につけ、子ども達の家庭学習を習慣化させる等の取り組みを進め

ます。新規 

○ 中学生によるシンガポール姉妹校との国際交流を進めます。 

＜具体的な事業等＞ 

・地域とともに歩む学校づくり推進支援事業 

・放課後子ども教室推進事業 

・中学生海外交流事業 
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４－②－Ｃ．学校・家庭・地域の連携による生涯学習の充実 

施策の内容 

○ 青少年相談員や子ども会との協働により様々な体験活動・多世代間の交

流を通じて青少年の健全育成活動を推進し、地域リーダーの育成等を図り

ます。 

○ 学校支援地域本部を設置し、ボランティア等との協力のもと、地域全体

で子どもの教育を支援する体制を整備します。新規 

○ 生涯学習教室や体験講座の充実・図書の整備・コンサート開催等の学習

の場を創出し、芸術・文化の振興と、ボランティアの育成やネットワーク

体制の確立を図ります。 

○ 文化財の保存と活用を図るとともに、地域伝統文化の保存・継承の支援

に努め、資料館の充実を図ります。 

○ 小中学校においてふるさと教育を実践するとともに、高校生以上になっ

ても町に関心を持ち続けられるような生涯学習の仕組みを構築します。 

 新規 

＜具体的な事業等＞ 

・睦沢町学校支援地域本部事業 

・青少年相談員活動事業 

・文化財保護事務 

・公民館イベント、芸術文化鑑賞事業 
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＜主要施策③＞ 誰もが健康で幸せに暮らし続けることのできる「健幸」まちづくり

の推進 

「先進予防型の町 むつざわ」を目指し、総合運動公園の空き時間を活用した健康づくり

や、「健幸ウォーキングマップ」等を活用した「１日 9,000 歩以上」歩くまちづくり、「健幸

ポイント制度」による健康意識の啓発、生活習慣病の予防などの取り組みを進めることで、

町民の健康寿命を延伸するとともに、町の活性化と医療費・介護費の削減を図ります。 

 

指 標 基 準 値 重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

メタボリックシンドローム

該当者(予備群を含む)の 

総人口に占める割合 

28.6％（H.26） 25％ 

75 歳以上人口に占める 

要介護認定者の割合 
26.4％（H.26） 25％ 

 

 ■個別の施策展開 

４－③－Ａ．町内のスポーツ施設を活用した健康づくり 

施策の内容 

○ 総合運動公園（多目的広場、野球場、体育館、プール、テニス場、武道

場等）を効率的に活用し、町民のスポーツ、生涯学習、健康づくりなどに

役立てます。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・生涯スポーツ推進事業 
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４－③－Ｂ．先進予防型のまちづくりによる生活習慣病予防対策の充実 

施策の内容 

○ 先進予防型のまちを目指し、「健幸ウォーキングマップ」等を活用する

ことで、日常の生活の中で「１日 9,000 歩以上」歩くまちづくりを推進し

ます。 

○ 生活習慣病の予防を図るため、科学的根拠に基づいた運動、栄養プログ

ラムにより個々の健康づくりを支援します。 

  また、保健栄養推進員を通じて地域組織等との連携を図りながら、食生

活を通じた健康づくりを推進します。 

○ 町民の健康寿命の延伸、医療費の削減を実現するため、“歩くこと”“運

動すること”“健(検)診を受けること”について、継続して取り組み、健

康意識の啓発を図るため、「健幸ポイント制度」を導入・実施します。 

  付与された健幸ポイントは、健(検)診無料券のほか、町の特産品や商品

券等の交換等に活用できるものとして地域産業の活性化につなげます。 

 新規 

＜具体的な事業等＞ 

・ウエストへるス塾       ・健康づくり推進事業 

・健幸ウォーク事業       ・特定保健指導事業 
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＜主要施策④＞ 安全・安心な暮らしを守る持続可能なまちづくりの推進 

自然災害に備え、住民による自主防災組織を中心とした地域の防災力向上、「道の駅」拡

充整備と併せた新たな防災拠点の形成などの取り組みを進めることで、安全で安心に暮らせ

るまちをつくります。 

また、官民の連携により、地域資源である天然ガスを活用した地産地消エネルギー及び、

太陽光などの再生エネルギー導入によるエネルギーコストの削減などを図ることで、将来に

わたり持続可能なまちづくりを進めます。 

 

指 標 基 準 値 重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

災害対策コーディネーター

の養成者数（累計） 
７人（H.26） 32 人※１ 

※１：指標【災害対策コーディネーターの養成者数】のＫＰＩは、各地区で２人以上のコーディネーター養成を

想定し設定。 

 

 ■個別の施策展開 

４－④－Ａ．地域における防災力の向上 

施策の内容 

○ 自主防災組織における資機材の整備・充実を図ることで、住民相互が連

携して助け合える地域づくりを推進し、地域の安全なくらしを守ります。

新規 

＜具体的な事業等＞ 

・自主防災組織への資機材整備補助 

・避難所看板の設置 

・避難環境の整備（電動簡易トイレの設置） 

・防災講演会の開催 

 

４－④－Ｂ．「道の駅」拡充と併せた、新たな防災拠点の形成 

施策の内容 

○ 「道の駅」の拡充整備と併せて、災害時における周辺自治体の後方支援

機能（自衛隊災害後方支援、TEC-FORCE：緊急災害対策派遣隊）をもつ、

新たな防災拠点を整備します。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・スマートウェルネス拠点整備事業（再掲） 
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４－④－Ｃ．官民連携による新エネルギーシステムの導入 

施策の内容 

○ 睦沢町と民間事業者が連携して新電力会社（自治体ＰＰＳ）を立ち上

げ、町内の公共施設や「むつざわスマートウェルネスタウン」に対して、

天然ガスや太陽光発電を使用したエネルギーの地産地消と、防災拠点とし

て非常時の自立運転が可能なエネルギーシステムを導入した地域新電力事

業の実現を目指します。新規 

＜具体的な事業等＞ 

・むつざわエナジー事業（仮称） 

 

  



睦沢町 まち・ひと・しごと創生 第２部 総合戦略 

 

95 

第
２
部 

総
合
戦
略 

 
 第３章 総合戦略の重点プロジェクト 

１．重点プロジェクトの設定 

総合戦略に位置付けた施策のうち、政策分野を超えた横断的な視点のもと、連携して取り

組むことでより効率的・効果的な事業展開が図れるものを、「重点プロジェクト」として位

置付けます。 

「重点プロジェクト」では、施策間の関連を明示し 1 つのパッケージとして整理するとと

もに、取り組みにあたっては、各施策の連携を考慮しながら柔軟かつ一体的に事業を推進す

ることとします。 

 

 

２．重点プロジェクトの方針 

■むつざわスマートウェルネスタウン拠点創出プロジェクト 
（１）むつざわスマートウェルネスタウンの概要 

本町では現在、2014（平成 26）年 12 月に策定した「むつざわスマートウェルネスタウ

ン（以下「むつざわＳＷＴ」という。）基本計画」のもと、「誰もが健康でいきいきと生活

できるための拠点」として、既存道の駅「つどいの郷むつざわ」の拡充を図るため、官民

連携による健康支援型の道の駅と住宅の一体開発事業を計画しています。 

現在、事業予定地である上之郷交差点（県道大多喜一宮線／町道山田谷芝原線）周辺は、

既存道の駅「つどいの郷むつざわ」やホームセンター等の大型商業施設が立地するマーケ

ットプレイス、若者定住型賃貸住宅などが整備され、都市機能が高まりつつあることから、

今後、むつざわＳＷＴの整備により、拠点機能の更なる拡充・強化が期待されます。 

なお、むつざわＳＷＴ事業は、町の活性化のみならず、持続可能なまちづくりの基幹と

なるプロジェクトとして、総合戦略に位置付けられた各種取り組みの複合的な事業効果を

視野に入れ、以下の事業コンセプトに基づき実施するものとします。 

「むつざわＳＷＴ」の事業コンセプト 

１．先進予防型のまちづくりの中核拠点となる「健康支援型の道の駅」をテーマに、健康

に必要な４要素「食」「憩」「運動」「参加」のメニューを提供する新しい拠点機能と

なる施設の整備・運営を行います。 

２．町内の人々が何度も来たくなる施設とサービスがあり、町外からも多くの集客が見込

める施設の整備・運営を行います。 

３．地域資源（天然ガス）を有効に活用した地産地消のエネルギーサービスが可能となる

施設の整備・運営を行います。 

４．町外を含む災害時の後方支援が可能となる施設の整備を行います。 

５．定住住宅には、子育て世代を中心に高齢者住宅も建設し、世代間交流が促進される施

設の整備・運営を行います。 
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（２）むつざわスマートウェルネスタウン事業と総合戦略の連携 

①道の駅整備 

＜農産物直売・物販施設等の整備＞ 

○ 農産物等直売施設では、睦沢産の新鮮な農作物や、併設する地場産品加工施設で生産

された睦沢町ならではの特産品などを販売することで、むつざわブランドを町内外に広

めるとともに、来訪者の増加や、地域産業の振興、雇用の拡大を図ります。 

○ ハウス型花卉販売施設では、天然ガスを利用したコージェネレーションシステムによ

る温熱・温水・電気等のエネルギー供給を活用した温室や水耕栽培などを進めることで、

販売品目と生産量の拡大を図ります。 

○ 産直レストランでは、先進予防型まちづくりの中核拠点として、健康に必要な４要素

の 1つである「食」に注目し、睦沢産の新鮮な農作物を食材として使用することで、食

の安全と健康に配慮したメニューを広くアピールしていきます。 

○ これら新たに整備する農産物等直売施設、地場産品加工施設、産直レストランでは、

睦沢産の農作物を商品や食材として幅広く扱っていくことで、農産物の需要拡大を促進

し、農業の振興・活性化を図ります。なお、道の駅への農作物搬入が困難な高齢の農業

従事者等に対しては、巡回による納品代行などの方策を併せて検討します。 

《関連する総合戦略の個別施策》 

１－③－Ａ．「道の駅」拡充を踏まえた農業生産者との協議・検討 

１－③－Ｂ．コージェネレーションシステムを活用した新たな設備型農業の検討 

１－③－Ｃ．新規就農者の育成 

１－③－Ｄ．高齢農業従事者への支援 

１－③－Ｅ．地場産品を活用した加工品の開発及び生産・販売の推進 

４－①－Ｂ．むつざわスマートウェルネスタウンの整備 

 

＜健康関連施設の整備＞ 

○ 先進予防型まちづくりの中核拠点として、健康に必要な４要素のうち「憩」「運動」

「参加」に注目し、温浴施設及び健康支援施設を整備するとともに、健康支援などのプ

ログラムを充実させ施設の利用促進を図ることで、町民の健康寿命の延伸、医療費の削

減を実現します。 

  また、地域交流の一環として、町内の他の施設や地元農家との連携のもと、スポーツ

や農業体験、歴史民俗体験（歴史民俗資料館等）などを組み合わせた魅力的なメニュー

づくりに取り組むことで、地域経済の活性化にも繋げていきます。 

○ 道の駅が町のほぼ中心にあるという立地条件を活かし、住民の方が買い物などを含め

日常生活の中で訪れるたびに「知らず知らずのうちに歩いてしまう」先進予防型のまち

へと構造を転換・再構築していきます。 

《関連する総合戦略の個別施策》 

２－②－Ａ．スポーツツーリズムを中心とした観光拠点の形成 

４－①－Ｂ．むつざわスマートウェルネスタウンの整備 

４－③－Ｂ．先進予防型のまちづくりによる生活習慣病予防対策の充実 
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＜防災施設の整備＞ 

○ 新たに、災害時における周辺自治体の後方支援機能（自衛隊災害後方支援、TEC-

FORCE：緊急災害対策派遣隊）や、防災倉庫、防災トイレ、防災広場を整備し、町内外

の方々の防災・避難活動を支える広域的な拠点を形成することで、将来にわたり安心し

て暮らせるまちづくりを進めます。 

《関連する総合戦略の個別施策》 

４－④－Ｂ．「道の駅」拡充と併せた、新たな防災拠点の形成 

 

②住宅整備 

○ 道の駅の隣接地では、住民が買い物等の利便性と健康支援を享受できる定住促進住宅

（スマートウェルネス住宅）を整備するとともに、特に子育て世帯を中心とする若年層

の移住促進に取り組むことで、将来の町を支える若い世代の人口増加を図ります。 

○ 住宅の整備に併せ、新たに「定住促進センター」を設置し、移住に関する説明会の開

催、町内見学ツアー、空き家等を活用した「お試し居住」、居住した場合の要望把握な

どを行い、移住者の掘り起こしを行います。また、移住希望者が集まった際には、懇談

会などの場を設置し、希望する暮らし方や必要な支援、さらには住民同士コミュニティ

の場を設けることで、町への移住促進を図るとともに、これからの移住・定住モデルと

します。 

○ スマートウェルネス住宅では、今後更なる進展が予測される高齢化への対応として、

子どもから高齢者までの多世代によるコミュニティ形成により「高齢者が生きがいを持

って健康に暮らす」、「子どもを地域住民が協力して見守る」など、多世代型のＣＣＲＣ

ともいえる新たな居住モデルを構築するため、多世代の交流プログラムや健康増進プロ

グラム等の検討及び試行実施などを行います。 

○ 住宅整備に伴う新規移住者の就業支援を視野に入れ、就農希望者の方を対象に、農業

経験の無い方が一から農業に携われるような支援方策を検討します。 

《関連する総合戦略の個別施策》 

１－③－Ｃ．新規就農者の育成 

２－①－Ａ．「道の駅」拡充と併せた、定住促進住宅の一体的な整備 

２－①－Ｂ．移住に関する情報提供・交流の推進 

４－①－Ｂ．むつざわスマートウェルネスタウンの整備 
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③地産地消型エネルギーの供給 

○ むつざわＳＷＴで使用する電力・熱源エネルギーについては、睦沢町と民間事業者の

連携により新たに電力会社（自治体ＰＰＳ）を立上げ、天然ガスや太陽光発電を活用し

たエネルギーの供給を行うとともに、非常時における自律運転が可能なエネルギーシス

テムの実現を目指します。また、エネルギーの地産地消を図るため、町内の公共施設へ

の供給をはじめ、将来的には一般家庭への供給拡大を目指します。 

《関連する総合戦略の個別施策》 

４－④－Ｃ．官民連携による新エネルギーシステムの導入 

 

 

 

図：むつざわスマートウェルネスタウン事業と総合戦略の連携 
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形成 

●むつざわスマートウェルネスタウンの整備 
●先進予防型のまちづくりによる⽣活習慣病予

防対策の充実 
●「道の駅」拡充と併せた、新たな防災拠点の

形成 
●官⺠連携による新エネルギーシステムの導⼊ 
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 第４章 総合戦略の運用と改訂の考え方 

１．施策効果の検証（ＰＤＣＡ） 

総合戦略の推進にあたっては、町民、地域、団体、企業、行政など町全体で計画を共有し、

協働して取り組むとともに、重要業績評価指標（ＫＰＩ）等の数値をもとに各施策の達成度を

分析・評価し、必要に応じて適宜、計画を改善していくことが重要です。 

そこで「ＰＤＣＡ（Plan-Do-Check-Action）」の流れをもつマネジメントサイクルにより、

進行管理と評価を行う体制をつくるとともに、評価のための情報公開を積極的に進め、各施策

の課題を町全体で共有することで、個人、団体、企業など各主体の柔軟な発想と連携により着

実に施策を推進し、目標の実現を図るものとします。 

 

（１）Plan：計画策定 

総合戦略の策定にあたっては、町民アンケート調査などにより住民の多様な意見を把握す

るとともに、産業界・行政機関・教育機関・金融機関・労働団体・メディア界の関係者（産

官学金労言）から構成される「睦沢町まち・ひと・しごと創生会議」において、方向性や具

体案について審議・検討を行うとともに、議会と執行部が車の両軸となって意見交換するな

ど、広く関係者の意見が反映された計画とします。 

 

（２）Do：実施 

策定された総合戦略は、目標の実現に向けて、行政を中心に町の総力をあげて施策に取り

組んでいきます。そのため、多様な媒体を通じて幅広く情報発信するとともに、各施策の推

進にあたっては、関連する地域、団体、企業、行政、議会などの連携・協働による推進体制

を取ります。 

また、効率・効果的に計画を推進するため、各施策の必要性や緊急性を考慮しつつ、選択

と集中により、取り組みの優先順位を明確にすることで、高い実効性を確保していきます。 

 

（３）Check：検証・評価 

総合戦略に位置付けられた各施策については、毎年度末の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の

数値をもとに、検証・評価を行います。 

なお、検証・評価の結果については、町全体に広く公表することで、取り組みに対する町

民の理解と施策推進への気運を高めるとともに、翌年度からの推進体制を強化するサイクル

を構築していきます。 

 

（４）Action：改善 

上記に示した施策の検証・評価にあたっては、庁内及び外部有識者等を含めた検証機関と

して、「睦沢町まち・ひと・しごと創生審議会」において、今後の課題を明らかにするとと

もに、施策推進のための有効な対策を導き出します。また、これら一連の検証・評価結果を

踏まえ、必要に応じて、個別の施策見直しや、総合戦略の改訂を行うこととします。 
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図 施策効果の検証の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．改訂の考え方 

本総合戦略については、計画期間が終了する 2019（平成 31）年度末を目処に、計画の改訂

を行います。 

ただし、本町を取り巻く社会経済情勢は、今後も大きく変化することが予想され、これに伴

い計画の方向性が変わってくることも考えられます。このため、総合戦略の見直しにあたって

は、計画期間内にあっても、施策の検証・評価結果や国の動向等を踏まえつつ、必要に応じて

柔軟に対応していくものとします。 

 

 

Plan
計画策定

○総合戦略の策定
○総合戦略の改訂

Do
実施

○多様な媒体を通じた情報の発信
○行政・地域・民間等の連携・
　協働による推進体制の構築
○個別事業や取り組みの実施

Check
検証・評価

Action
改善

○ＫＰＩをもとにした主要施
　策の進捗や事業実施状況の
　把握・評価
○基本目標の達成状況の把握
　・評価

○検証・評価結果の分析と今後の課題の把握
○社会情勢や地域の実情の変化への対応
○施策推進に向けての有効な対策の検討
○個別事業や取り組みの見直し



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

睦沢町 まち・ひと・しごと創生 

人口ビジョン・総合戦略 
 

平成２７年１０月 

 

発⾏：睦沢町 総務課 政策企画班 
   〒299-4492 
   千葉県⻑⽣郡睦沢町下之郷 1650-１ 
   電話 0475-44-2501 

 

 

 




	睦沢町_表紙【公開版】_20151114
	00_a中表紙・目次【公開版】_20151119
	01_睦沢町人口ビジョン【共通】_20151119
	02_a睦沢町総合戦略【公開版】_20151119
	03_奥付【共通】_20151114


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


